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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
12/29 30 31 1/1 元日 2 3 4

5 6 
■仕事始め

7 8
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭支所総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午旭支所
総務課
●3歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■菊池市商工会新春
講演会� 1６：00～１７：
40 菊池笹乃家

9
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ

10 11
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００市民課

12
■菊池市成人式　
10：30～菊文館

13 成人の日 14
●育児相談
9：30～10：30西部セ
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■年金出張相談　
10：00～15：30

（要予約）菊市所
健康推進課

15
■男女共同参画専門
委員相談�
13：３0～16：30

（要予約）菊市所
男女共同参画推進課
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００市民課

16
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

17 18
●資料受け入れ日
9：00～菊中図
●おはなしパレット
10：30～菊中図
●おはなし会×
ワークショップ
11：00～七　図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図
●えいごおはなし会
14：30～菊中図

19
■消防団出初式　
8：00～菊池市総合グ
ラウンド　
●おたのしみ会
14：00～泗　図
●オニのおめんづくり
14：00～菊中図

20
●献血⑬
9：30～正午七多セ

21
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

22
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●3歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■介護者のための
救急講座� 13：３0～
15：30菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００市民課

23
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ

24
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭支所総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午旭支所
総務課
◆実践農業者経営力
養成セミナー�13:00
～17：00菊中公

25
◆実践農業者経営力養
成セミナー� ９:00～1
２：00菊中公
◆防災士養成講座
9：15～泗　公～26日
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図

26
●手 づくり絵本講座
⑮ 10：00～菊中図

27
●育児教室
9：30～10：00西部セ
■納税相談夜間窓口
�～31日 ～２０：００
菊市所

28
■年金出張相談
10：00～15：30

（要予約）菊市所
健康推進課
■もの忘れ相談会�
13：30～1６：00（要予約）
菊市所高齢支援

29
●1歳6か月歳児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００市民課

30
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
●２歳６カ月児歯科健診
13：10～13：40（受付）
菊文館

31 2/1

2 3 4
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

5
●3歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００市民課

6
●3・4カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

7 8

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。市ホームページ
イベントカレンダー

▼
「
編
集
後
記
、
い
つ
も
読
ん
で

い
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
紙
面
に
名
前
が

出
る
唯
一
の
文
章
。
ど
う
に
も
意

識
し
て
し
ま
い
、
毎
月
ネ
タ
探
し

に
苦
心
で
す
。
▼
ゆ
え
に
今
月
は

ネ
タ
が
思
い
つ
か
な
い
。
四
苦
八

苦
の
末
、
こ
の
内
容
。
▼
令
和
２

年
の
目
標
。
今
年
こ
そ
机
を
片
付

け
る
（
４
年
連
続
４
回
目
）。
伊
藤

▼
昨
年
は
腰
痛
に
始
ま
り
、
働
き

方
改
革
、
第
2
子
誕
生
、
育
児
休

暇
と
目
ま
ぐ
る
し
く
慌
た
だ
し
い

一
年
で
し
た
。
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勇
み
足

が
多
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
自
分
を

振
り
返
り
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め

早
め
の
行
動
を
心
掛
け
ま
す
！ 

あ

れ
昨
年
も
同
じ
こ
と
書
い
た
よ
う

な
気
が
…
。 　
　
　
　
　
　
今
林

▼
気
づ
け
ば
も
う
新
年
。
昨
年
は

は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
1

年
で
し
た
か
？
私
は
あ
っ
と
い
う

間
の
1
年
で
し
た
。
昨
年
の
5
月

で
30
歳
に
な
り
、
小
さ
い
頃
に
思

い
描
い
た
大
人
と
は
若
干
違
う
姿

に
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
今
年
は

30
代
ら
し
い
、
落
ち
着
い
た
男
性

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。　
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

菊池人
園木道子さん

人もまちも笑顔に
新年のごあいさつ

菊池武光公生誕７００周年記念

フォトリポート
菊人形・菊まつり
中央図書館2周年感謝祭

米どころ菊池で２つの大会を開催
第７回「菊池米」食味コンクール
第3回九州のお米食味コンクールin菊池



未来に羽ばたく
　  子どもたちのために

団結力で目指す
　　　「ワンチーム菊池」

菊池市議会議長　柁
かじ　わら

原　賢
けん　いち

一 菊池市長　江
え

頭
がしら

　実
みのる

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
元
号
で

の
最
初
の
お
正
月
を
、
新
た
な
気
持

ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
っ

て
、
全
国
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
児
童
虐
待
な
ど
の
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
に
加
え
、
日
韓
問
題
や
米

中
問
題
と
い
っ
た
不
安
定
な
国
際
情

勢
は
、
私
た
ち
を
一
層
不
安
な
気
持

ち
に
さ
せ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
令

和
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
時
代

へ
の
希
望
と
期
待
が
高
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
大
活
躍
が

日
本
中
に
大
き
な
感
動
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
昨
年
は
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
・
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
混

在
し
た
ま
さ
に
激
動
の
一
年
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
待
望
の

新
し
い
市
民
広
場
が
春
に
完
成
し
ま

し
た
。
子
育
て
家
族
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど

民
間
団
体
の
交
流
拠
点
と
し
て
新
た

な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
市
庁
舎
周
辺
の
整
備
も
完
了

し
、
合
併
以
降
の
主
な
事
業
に
大
き

な
区
切
り
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

　
観
光
面
で
は
、
菊
池
武
光
公
の
生

誕
７
０
０
周
年
の
機
会
を
活
用
し
、

福
岡
県
内
の
自
治
体
と
連
携
し
て
広

域
で
の
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
南

北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
」
を
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
数
年
来
の
取
り

組
み
が
実
を
結
び
、
本
市
の
歴
史
的

な
用
水
井
手
群
が
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
誇

ら
し
く
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　
本
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
菊

池
渓
谷
で
は
、
建
設
中
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
春
に
は
完
成
し
、
長
年

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
に

つ
な
が
る
自
然
遊
歩
道
が
再
開
さ
れ
、

創
造
的
復
興
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
を
具

体
化
す
る
と
と
も
に
、
第
2
弾
と
し

て
県
内
外
の
自
治
体
へ
と
連
携
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
外
国
人

観
光
客
の
誘
致
を
関
係
団
体
と
連
携

し
て
進
め
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
農
村

体
験
型
民
宿
な
ど
、
観
光
ニ
ー
ズ
の

新
し
い
流
れ
に
も
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
財
政
面
で
は
、
引
き
続
き
合
併
の

狙
い
の
一
つ
で
あ
っ
た
公
共
施
設
や

補
助
金
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。
泗

水
と
旭
志
支
所
は
改
修
・
建
て
替
え

が
年
度
内
に
完
了
予
定
で
す
。
泗
水

支
所
に
は
子
ど
も
健
診
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
な
ど
を
設
置
し
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
機
能
を
拡
充
さ
せ
ま

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご

め
荘
は
4
月
を
め
ど
に
民
営
化
の
予

定
で
す
。

　
こ
う
し
た
行
財
政
改
革
は
、
今
後

の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
踏
ま

え
、
将
来
世
代
の
た
め
に
今
実
行
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
全
力
で
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
「
ワ
ン

チ
ー
ム
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て

く
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方

に
真
に
必
要
な
の
は
団
結
力
。
ふ
る

さ
と
の
活
性
化
を
自
分
ご
と
と
し
て

と
ら
え
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら
地
道
に
実
行
す
る
こ

と
。
玄
関
前
の
小
さ
な
花
植
え
も
千

軒
連
な
れ
ば
、
人
を
惹
き
つ
け
る
光

景
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
本
年
が
健
康
で
安
全
で
「
令

和
」
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
調
和
に

満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
２
年　
元
旦

菊
池
市
長　
江
頭　
実

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
と
い
う

年
号
は
大
化
以
降
２
４
８
番
目
の
元

号
で
す
。
新
し
い
年
号
を
迎
え
、
皆

さ
ん
は
、
本
年
は
ど
の
よ
う
な
願
い

や
目
標
を
た
て
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

昨
年
11
月
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ロ
ー
マ
教
皇
が
来
日
さ
れ
、
長
崎
・

広
島
に
お
い
て
「
核
な
き
世
界
実
現

を
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
米
国
の

核
の
傘
に
依
存
し
、
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批ひ

准じ
ゅ
んし
て
い
な
い
日
本
国
と

し
て
の
自
己
矛
盾
を
ど
う
解
決
し
て

い
く
の
か
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
関

心
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
よ
り
「
地

球
温
暖
化
は
、
こ
の
ま
ま
進
め
ば
今

世
紀
末
に
は
、
産
業
革
命
前
よ
り
も

３・４
度
か
ら
３・９
度
上
昇
す
る
恐

れ
が
あ
る
」
と
国
連
環
境
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
パ
リ
協
定

が
努
力
目
標
に
掲
げ
る
１・
５
度
の

上
昇
幅
に
抑
え
る
に
は
、
排
出
量
を

年
７・
６
㌫
ず
つ
減
ら
す
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
し
社
会
の
変
革
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
真
夏
の
猛
暑
日
の
増
加
や

日
本
各
地
で
の
台
風
、
大
雨
な
ど
に

よ
る
河
川
氾
濫
の
被
害
は
温
暖
化
が

続
く
限
り
発
生
し
、
災
害
情
報
の
収

集
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、
常
日

頃
か
ら
の
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
な
時
代
で
す
。
日
本
に
お

い
て
は
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
新
設

を
や
め
、
既
設
の
火
力
発
電
所
を
段

階
的
に
減
ら
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
し
て
い
く
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
か
ら
３

年
８
カ
月
が
経
過
し
、
本
市
に
お
け

る
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者
も
残

り
数
人
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
は

国
道
57
号
や
熊
本
城
、
阿
蘇
大
橋
な

ど
の
復
旧
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
本
年
は
い
よ
い
よ
50
数
年
ぶ
り
に

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
昨
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
や
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世

界
選
手
権
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
本
市
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
の
県
内
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
沿
道
で

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
昨
年
も
議
会
報
告
会

と
各
種
団
体
（
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
市
女

性
の
会
、
商
工
会
女
性
部
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
、
文
化
協
会
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
、
市
内
学
校
に

お
勤
め
の
教
職
員
、保
育
園
の
先
生
）

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
頂
き
ま
し
た
要
望
・
意
見

に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
委
員
会
で

検
討
し
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
菊

池
武
光
公
生
誕
７
０
０
周
年
に
あ
た

り
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
本
市
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
市
外
の
皆
さ
ん

に
は
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
目
的

で
、
菊
池
一
族
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
北
市
議
会

議
長
会
が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
研
修

の
な
か
で
「
菊
池
一
族
の
歩
み
」
の

題
目
で
市
職
員
よ
り
講
演
が
あ
り

「
素
晴
ら
し
い
歴
史
が
菊
池
に
は
あ

り
ま
す
ね
」
と
他
市
の
議
長
よ
り
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
は
菊
池
の

歴
史
を
学
び
未
来
に
羽
ば
た
い
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼

さ
れ
る
菊
池
市
議
会
を
目
指
し
て
、

議
員
一
同
汗
を
流
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
議
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
２
年　
元
旦

　
菊
池
市
議
会
議
長　
柁
原　
賢
一
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11月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,563 人 －18
　 菊池：24,142 人 －22
　 七城： 5,290 人 1
　 旭志： 4,458 人 0
　 泗水：14,673 人 3
男　性：23,293 人 －5
女　性：25,270 人 －13
世　帯： 19,428 世帯 21

年齢別人口 
0～14歳 6,330 人 13%
15～64歳 26,281 人 54%
65歳以上 15,952 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：23 転  入： 95
死  亡：53 転  出： 91

Contents ～今月号の掲載項目～
2 新年のごあいさつ

5 菊池人　園木道子さん

6 菊池武光公生誕７００周年記念

8 フォトリポート
菊人形・菊まつり／中央図書館2周年感謝祭

9 第７回「菊池米」食味コンクール
第3回九州のお米食味コンクール in 菊池

10 作文　プラチナ未来人財育成塾

12 健康だより 年に1回健診を受けましょう／歯ッピーキッズ
13 国民年金情報／介護予防ミニ講座／献血のお知らせ

14
15

文芸きくち
KiCROSSだより

１6

１7

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ  こんにちは金です
桜色の合戦図 - 番外編 -
わいふ一番館／菊池観光交流館

18

～

23

情報つう
▼お知らせ　プレミアム付商品券申請受付期間延長／要介護認定
高齢者の障害者控除・おむつ代医療費控除／熊本城マラソン２０２０開
催に伴う交通規制／新しい民生委員・児童委員を紹介します／事業
主の皆さんへ償却資産申告のお願い／農林業センサスにご協力くだ
さい／旭志元旦マラソン大会は休止になりました／不法投棄は犯罪
です／1月の「税」納期限1月31日㈮／浴室改修工事による七城温泉
ドーム一部休業／ペットからの感染症を防止しましょう／建物の新築・
増築・取り壊しは届け出が必要です／県内学生のパスポート新規取得・
渡航者への助成
▼募集　ペダル踏み間違い防止装置の一部を補助します／令和
元年度自衛官等募集／令和元年度第3回市営住宅補充入居者募
集／職業訓練コース／国立口之津海上技術学校生徒募集／小規模

「工事等」および「物品・委託等」契約希望者募集／「くま活サポート」
登録者募集中
▼相談・講演講習　一人で悩まないで男女共同参画専門委員相
談／納税相談夜間窓口を開設します／もの忘れ相談会／介護者の
ための救急法講座／木造住宅の耐震対策講演会／菊池市商工会新
春講演会
▼イベント　第14回奄美物産フェア／実践農業者経営力養成セミ
ナー／菊池市女性の会チャリティー「初春のつどい」／未就学児のた
めのすくすく講座／きくち婚活ツアー男性参加者＆婚活サポーター
募集

２4
25

地域おこし協力隊通信／菊池の情報発信
菊池の情報発信市民の広場

26
27

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

28 TOPICS～まちの話題～
30 市長からのメッセージ

休日在宅当番医

31 ハッピーバースデー
「赤ちゃんの駅」登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

今月の表紙

細くても長く
人とのつながりに感謝

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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「
花
を
生
け
る
の
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
け
花
は
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
、
個
性
を
生
か

す
絶
好
の
素
材
な
ん
で
す
。
子
ど
も
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
」。
生
き
て
い
る

花
に
触
れ
、
命
を
感
じ
る
。
豊
か
な
心
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
日
々
だ
。

　

祖
母
や
母
が
教
室
に
通
っ
て
お
り
、
花
が

身
近
に
あ
る
環
境
だ
っ
た
。
軽
い
気
持
ち
で

始
め
た
華
道
だ
が
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
や
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
。「
花
が
魅
せ
る
一
瞬
の

表
情
や
自
然
が
表
現
す
る
今
を
感
じ
て
ほ
し

い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。
流
派
は
池
坊
。「
基

本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
花
器
や
花
の
種
類

に
固
執
せ
ず
、
時
代
に
合
っ
た
生
け
方
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
考
え
を
許
容
す

る
池
坊
の
柔
軟
性
が
私
を
育
て
て
く
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。
主
催
す
る
教
室
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
花
器
が
並
ぶ
。

　

仕
事
や
子
育
て
で
華
道
を
続
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
「
細
く
長
く
で
い
い
か
ら
続
け
た
ほ
う
が

い
い
」
と
師
事
す
る
宮
本
先
生
か
ら
励
ま
し

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
宮
本
先
生
の
人
柄
が
大
き
か
っ
た
」
と
語

る
園
木
さ
ん
の
周
り
に
は
、
同
じ
よ
う
に
先

生
と
慕
う
教
室
の
生
徒
の
姿
。
現
在
は
仕
事

を
辞
め
、
自
宅
車
庫
2
階
で
生
け
花
教
室
を

開
催
。
他
に
も
子
ど
も
た
ち
に
お
茶
や
お
花

を
教
え
た
り
、
地
域
の
主
任
児
童
委
員
を
務

め
た
り
す
る
な
ど
忙
し
い
毎
日
だ
。

　
「
何
事
も
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
長
く
続

け
た
こ
と
で
今
の
自
分
が
あ
る
」。
華
道
で

学
ん
だ
柔
軟
な
考
え
方
が
、
人
と
人
と
を
笑

顔
で
つ
な
い
で
い
る
。「
華
道
は
奥
が
深
い
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
」

熊本橘支部長兼熊本県連合支部長

園木 道子さん

1_自ら開園した双羽幼稚園で園児に生け花を教える 2_一昨年4月から通う「池坊中央
研修学院」卒業華展の作品 3_ 昨年9月開催の金婚夫婦表彰式では手紙を披露。夫・洋

よ う

二
じ

さん㊨とは「価値観の違いに戸惑いもあったが、今ではいい思い出です」と笑顔

Profile　そのき・みちこ
昭和22年8月1日生まれ。20歳で地元の華道家、宮

みや

本
もと

俊
とし

子
こ

先生のもとで華道を始める。幼稚園教諭として働
きながら、七城公民館で「伝統文化子ども教室」を実施。
生け花を通した豊かな心の教育に取り組む。茶道にも
取り組んでおり、流派は裏千家。間所区在住。72歳。

プレゼント内容
①菊池市 七城のこめ2㌔
②合志市 赤大豆きなこキャラメルポップコーン
　　　　 &ユーパレス弁天温泉入浴券
③菊陽町 「さんふれあ」さんさんの湯入浴券
　　　　　　　　　　　　２枚１組
④大津町 からいも５㌔

― ２人

２人

　　 ― ２人
  — ２人

応募期限　１月31日㈮必着
�応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、希望の
番号とプレゼント名、本市の魅力、広報紙に対
する意見や感想を記入して応募してください。
※応募は１枚のはがきで１つまでとします。
※�応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞品の

発送をもってかえさせていただきます。
問い合わせ・応募先
〒861-1392（住所記載不要）
菊池市役所市長公室「読者プレゼント」係
☎0968（25）7252

　菊池地域広報紙の共同企画として菊池地域
の各市町（菊池市・合志市・菊陽町・大津町）から
新春のプレゼントがあります。皆さんの応募を
お待ちしています。

昨年12月7日に市総合体育
館で開催された「第12回菊
池ふるさとかるた大会」。ピ
ンと張り詰めた空気の中、
真剣な顔付きの小学生たち
が黙々と札を取り続けます。
試合が終わると表情は一変。
晴れやかな笑顔で互いの健
闘を称え合っていました。

【優勝】�高学年：泗水東小 A、
低学年：泗水東小B
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の
地
域
資
源
を
観
光
Ｐ
Ｒ
や
文
化
振

興
の
取
り
組
み
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
講
演
会
で
行
っ
た
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
菊
池
一
族
の
歴

史
が
県
外
で
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
激
し
た
」「
ぜ
ひ
ほ
か

の
地
域
に
も
行
っ
て
み
た
い
」「
も
っ

と
連
携
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
す
る

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
歴

史
街
道
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
ほ

か
、
観
光
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
や
物
産

展
で
の
交
流
な
ど
も
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
バ
ラ
バ
ラ
に
眠
っ
て
い
る
歴
史

が
つ
な
が
る
こ
と
で
物
語
が
生
ま
れ
、

宝
物
に
な
る
。
手
を
取
り
合
っ
て
宝

物
を
磨
き
、
世
界
に
発
信
し
て
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　
令
和
元
年
10
月
14
日
、
菊
池
市
文

化
会
館
で
「
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴

史
街
道
推
進
連
絡
協
議
会
発
足
式
」

を
開
催
。
福
岡
県
久
留
米
市
、
八
女

市
、
小
郡
市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗

町
の
４
市
１
町
の
代
表
者
が
一
堂
に

会
し
、
江え

頭が
し
ら

市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

全
員
で
今
後
の
連
携
を
誓
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
南
北
朝
と

菊
池
一
族
の
歴
史
文
化
資
源
を
持
つ

自
治
体
が
広
域
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

1_協議会に加盟した自治体の代表の皆さん 2・3・4・5_連携自治体の住民
の皆さんを対象に実施した日帰りバスツアーには約80人が参加。講演会
の後、観光ガイドの案内を受けて菊池神社や菊池渓谷の散策を楽しんだ

　小郡市には武光が九州制覇に王手をかけた「筑後
川の戦い」（大

おお

原
はら

合
かっ

戦
せん

）にまつわる史跡が残されてい
ます。「大原古戦場碑」をはじめ、懐

かね

良
なが

親
しん

王
のう

が戦傷の
回復祈願の御礼に大

おお

中
なか

臣
とみ

神社に植えたとされる「将
軍藤 」や、戦没
者を弔うために
作られた「善

ぜん

風
ぷう

塚
づか

跡
あと

」など、今
でも地元の方々
の手で大切に守
られています。 

　うきは市は古来交通の要衝として地の利を巡って
争いが絶えず、戦いに備えて山城が多く築かれました。

「筑後川の戦い」では、亡くなった両軍の兵士を弔
うために正

しょう

平
へい

塔
とう

が建立されています。南朝方の武将
として戦った豪族
星野氏は、妙

みょう

見
けん

城
じょう

を中心に城を構え、
征西府の雄として
菊池一族とともに
最後まで忠義を尽
くして戦いました。

　久留米市には「筑後川の戦い」で懐良親王が陣を
張ったことが由来の宮の陣という地名が残っており、
親王を祀る宮の陣神社にはお手植えの梅の木の子
孫木と伝わる将軍梅があります。また、高

こう

良
ら

山
さん

は筑
後攻略の際や大宰
府を追われて撤退
する際に拠り所と
なった重要な山で、
武光と16代武

たけ

政
まさ

の
最期の地ともいわ
れています。

　大刀洗町は筑後川の戦いの後、山
やま

隈
ぐま

原
ばる

に兵をまと
めた武光が流れる小川を渡り、太刀を洗ったとされ
る故事から名付けられ
た町です。武光への関
心は高く、昭和12年に
は大刀洗川そばの公園
に銅像が建てられまし
た。現在では公園も拡
張整備され、家族連れ
など多くの人が訪れる
スポットとなっています。

今回連携した福岡県の４市１町では、南北朝時代に活躍した菊池
一族の歴史や物語が地域で大切に守られています。その一部をご
紹介します。

南
北
朝
時
代
に
九
州
を
平
定
し
た
菊
池
15
代
当
主
・
武た
け

光み
つ

公
の

生
誕
７
０
０
周
年
を
迎
え
た
令
和
元
年
。

歴
史
的
に
縁
の
深
い
福
岡
県
内
の
５
自
治
体
と
手
を
と
り
、広
域

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

菊池一族ホームページ　　　　　▶▶▶
https://www.city.kikuchi.lg.jp/ichizoku/

【問い合わせ先】
菊池一族プロモーション室  ☎0968（25）7267

菊池市

うきは市
小郡市

久留米市
八女市

大刀洗町

大原合戦図屏風 耳納連山と筑後川の雄大な自然

大刀洗公園の武光公騎馬像 高良大社

　八女市には、武光や17代武
たけ

朝
とも

と共に戦った懐良・
良
りょう

成
せい

両親王の墓が残されており、親王たちを最も間
近で支えた五

ご

條
じょう

氏の末裔と地元の人々が、現在も守
り続けています。五條家には後醍醐天皇が懐良親王
に与えたとされる

「金
きん

烏
う

の御
み

旗
はた

」の
ほか、南北朝時代
当時の文書であ
る五

ご

条
じょう

家
け

文
もん

書
じょ

や
鎧 などが 数多く
現存しています。 五條家御旗祭

1

23

45

菊
池
武
光
公
生
誕
７
０
０
周
年
記
念

菊池武光公生誕700周年記念講演会のステージで連携自治体
代表者の皆さんと手を取り合う菊池武光公生誕７００周年プロジェ
クトの田

た

中
なか

忠
ただ

彦
ひこ

実行委員長（左から２番目）と江
え

頭
がしら

実
みのる

市長（中央）
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中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン
2

周
年
を
記
念
し
て
開

催
。
23
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し

会
や
布
小
物
づ
く
り
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
、
24
日
は
ア
ー
ト

の
日
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
小

物
入
れ
づ
く
り
や
押
し
花
の
し

お
り
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
来
館
者
が
30
万
人

を
突
破
し
、
認
定
証
と
記
念
品

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
菊

池
渓
谷
温
泉
「
岩
蔵
」
の
岩
本

社
長
に
よ
る
石い

し

坂ざ
か

浩こ
う

二じ

氏
作
の

絵
画
贈
呈
式
も
開
催
。
絵
は
キ

ク
ロ
ス
内
に
展
示
予
定
で
す
。

2
日
間
で
千
人
以
上
が
来
館
し
、

参
加
者
か
ら
は｢

よ
り
図
書
館

の
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た｣

と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
で
30
回
目
を
迎
え
た

菊
池
の
秋
の
風
物
詩
。

会
場
の
菊
池
市
ふ
る
さ
と
創
生

市
民
広
場
で
は
菊
人
形
や
懸け

ん

崖が
い

、

盆
栽
の
ほ
か
、
菊
池
北
中
学
校

や
菊
池
女
子
高
校
、
菊
池
農
業

高
校
の
生
徒
が
育
て
た
菊
も
展

示
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
菊

の
即
売
会
も
実
施
。
菊
の
薫
り

を
楽
し
み
な
が
ら
思
い
思
い
の

菊
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

熊本県知事賞		
熊本県議会議長賞		
菊池市長賞		
菊池市議会議長賞		
熊本県県北広域本部長賞	
菊池市商工会会長賞	
菊池観光協会代表理事賞	
菊池温泉観光旅館協同組合理事長賞

宮
みや

本
もと

　誓
ちかい

中
なか

村
むら

祐
すけ

幸
ゆき

緒
お

方
がた

正
まさ

俊
とし

廣
ひろ

松
まつ

正
まさ

昭
あき

緒
お

方
がた

正
まさ

俊
とし

福
ふく

島
しま

幸
こう

紀
き

菊池北中学校
菊池女子高校

菊池市菊花展表彰者（敬称略）

令和元年
11月23・24日

令和元年
11月1日～15日

1_贈呈した絵画と贈呈者の岩
いわ

本
もと

勝
かつ

利
とし

さん夫
妻（菊池平野） 2_リサイクル本の販売 3_ス
ペシャルおはなし会 4_30万人目の来館者
村
むら

上
かみ

道
みち

流
る

ちゃん（上西寺） 5_押し花しおり作
り 6_ 熊本奇術クラブによるマジックショー
に興味津々 7_布絵本ボランティア「てとて
とさん」によるワークショップ 

1

3 2

4

5

67

　
良
質
な
米
作
り
へ
の
意
欲
向

上
と
日
本
市
場
に
お
け
る
九
州

産
米
の
価
値
を
高
め
、
世
界
へ

の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
天

候
不
順
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の

の
、
九
州
各
県
か
ら
１
１
６
８

点
の
出
品
が
あ
り
、
個
人
総
合

部
門
の
最
高
金
賞
に
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
有
限
会
社
原
農
場

の
原は

ら

靖や
す
しさ
ん
（
南
関
町
）
の
に

こ
ま
る
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
原

さ
ん
は
「
ま
さ
か
今
年
も
受
賞

す
る
と
は
思
わ
ず
驚
い
て
い
ま

す
。来
年
も
ま
た
頑
張
り
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
自
治

体
部
門
で
も
昨
年
に
続
い
て
多

良
木
町
が
優
勝
。
菊
池
市
は
2

位
に
輝
き
ま
し
た
。
両
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
米
約
１

㌧
は
、「
復
幸
応
援
米
」
と
し

て
各
地
に
寄
贈
す
る
予
定
で
す
。

　
菊
池
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識

高
揚
を
促
す
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続

き
、
菊
池
市
米
飯
官
能
鑑
定
士

も
食
味
審
査
に
参
加
。
高
校
生

鑑
定
士
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

２
４
６
点
の
出
品
が
あ
り
、
個

人
総
合
部
門
は
栗く

り

原は
ら

康や
す

敏と
し

さ
ん

（
加
恵
）
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
菊

池
基
準
登
録
部
門
は
山や

ま

本も
と

博ひ
ろ

之し

さ
ん
（
遊
蛇
口
）
の
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
、
集
落
部
門
で
は
加
恵
区
が

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
栗

原
さ
ん
は
「
区
の
皆
さ
ん
と
取

り
組
ん
で
き
た
米
作
り
の
お
か

げ
で
賞
を
取
れ
ま
し
た
」
と
満

面
の
笑
顔
。
上
位
入
賞
者
は
そ

の
場
で
バ
イ
ヤ
ー
と
契
約
。
九

州
や
都
内
の
百
貨
店
な
ど
で
販

売
す
る
予
定
で
、
販
路
の
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今年も米どころ菊池で２つの大会を開催

「
第
７
回『
菊
池
米
』食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
令
和
元
年
11
月

22
日
に
泗
水
公
民
館
で
開
催
。
翌
23
日
に
は
同
会
場
で「
第
３

回
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
in
菊
池
」を
開
催
し
ま
し
た
。

1・７_食味審査 2_第７回「菊池米」食味コンクールの受賞者の皆さん 3_23日は農機の試乗体験も開催 
4_審査米は同じ条件で炊飯 5_第３回九州のお米食味コンクールin菊池の受賞者の皆さん 6_販売契約

3

567

12

4
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私
は
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
築
い

て
い
く
べ
き
社
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

何
が
大
切
な
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
は
環
境
問
題
、
特
に
地
球
温
暖

化
の
事
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
改
善
す
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

は
少
し
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
菊き

く

池ち

先
生
の
話
に
「
現
在
地
を

把
握
し
て
目
的
地
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
ど

こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
目
標
が
立
て

ら
れ
ま
せ
ん
し
、
目
的
地
が
は
っ
き
り
し

な
い
と
目
的
地
に
辿
り
着
く
ま
で
の
道
の

り
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
目
標
を
設
定
し
、「
十

年
後
、
二
十
年
後
を
見
据
え
な
が
ら
考
え

る
」「
何
で
も
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
」「
固

定
観
念
を
捨
て
て
考
え
る
」
と
い
う
こ
と

が
大
切
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
の
目
標
や
夢
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
考
え
る
こ
と
。
今

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
少
し
し
か
な
い
か

ら
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
結
果
は
分
か

ら
な
い
け
ど
や
っ
て
み
る
こ
と
。
こ
の
三

つ
を
心
が
け
て
、
ど
ん
な
事
に
も
積
極
的

な
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
持
っ
て
挑
戦

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
安あ

ん

藤ど
う

先
生
の
話
に
あ
っ
た
「
独

立
自
尊
」
の
精
神
で
す
。
こ
れ
は
、
自
分

で
考
え
、
自
信
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
で
考
え
る
こ
と
で
、

責
任
感
が
強
く
な
り
判
断
力
が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
行
動
す
る
に
は
、
自
分
に

自
信
を
持
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
私
も

自
分
が
ど
ん
な
社
会
を
目
指
し
た
い
の
か
、

そ
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
今
何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
自
分
で
考
え
、
自
信
を
持
っ

て
行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
若わ

か

田た

先
生
が
話
さ
れ
た
「
五
つ

の
集
団
行
動
能
力
」
で
す
。
ま
ず
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
す
。
正
確
な
意
思
疎
通
、

普
段
か
ら
遠
慮
な
く
話
し
合
え
る
環
境
が

重
要
で
す
。
次
に「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」で
す
。

そ
の
構
築
で
は
、
チ
ー
ム
全
体
で
目
標
を

共
有
し
、
違
い
を
正
し
く
認
識
し
肯
定
的

に
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
建
設
的
な
意
見

を
言
い
合
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
チ
ー
ム
ス
キ
ル
の
土
台
と
な
る

「
自
己
管
理
」
で
す
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
良
好
な
人
間
関

係
に
繋
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
」
で
す
。
個

人
の
結
果
よ
り
チ
ー
ム
の
ベ
ス
ト
を
第
一

に
考
え
、
自
ら
率
先
し
て
困
難
に
立
ち
向

か
う
の
が
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
そ
れ
を
支
援

す
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
か
ら
こ
そ
チ
ー

ム
の
総
合
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
チ
ー
ム
へ
の
配
慮
」
で
す
。
仲

間
を
思
い
や
る
心
、
細
か
な
気
配
り
、
常

に
先
回
り
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
今
の
自
分
は
「
チ
ー
ム
へ
の
配

慮
」
は
で
き
て
い
る
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
社
会
に
出
た
ら
初
対
面
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、

良
い
社
会
を
作
る
に
は
チ
ー
ム
で
協
力
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
講
義
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
同
じ
班

の
人
や
チ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
と
講
義
の
振
り
返

り
や
、
将
来
自
分
が
ど
の
よ
う
な
立
場
、
役
割

で
ど
ん
な
社
会
に
す
る
た
め
に
何
を
す
る
の

か
を
考
え
、
意
見
や
感
じ
た
こ
と
を
互
い
に
交

換
し
ま
し
た
。
私
は
「
貧
困
や
飢
餓
を
な
く
す

た
め
に
寄
附
を
す
る
」
と
い
う
意
見
を
発
表
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
人
が
「
貧
困
の
国
や
教

育
を
あ
ま
り
受
け
ら
れ
て
い
な
い
国
に
直
接

行
っ
て
支
援
す
る
」と
発
表
し
ま
し
た
。
私
は
、

一
つ
の
課
題
で
も
様
々
な
視
点
で
見
れ
ば
、
多

様
な
解
決
策
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
様
々
な
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
環
境
問
題
を
少
し
で
も
解
決
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
環
境
を
破
壊
し
、
生
物
の
絶
滅
や
地
球
温
暖

化
な
ど
の
環
境
問
題
が
起
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。「
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
人
が
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
」
こ
の
よ
う
な
社
会
が
私
の
考

え
る
プ
ラ
チ
ナ
社
会
で
す
。※

作
文
は
一
部
抜
粋

作　文作　文

参加報告参加報告

菊池北中学校３年　越
おお

猪
い

日
ひ

香
か

理
り

さん旭志中学校３年　水
みず

野
の

杏
あん

菜
な

さん

プラチナ未来人財育成塾で学んだ事よりよい社会をつくるために

プラチナ未来人財育成塾プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財育成塾」。
毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち10～3月号で参加した生徒の
報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財育成塾」。
毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち10～3月号で参加した生徒の
報告書を紹介します。

　

私
は
今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
を
終
え
て
、
多

く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
中
で
も
特
に
三

つ
の
こ
と
が
心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
講

義
に
つ
い
て
で
す
。
有
名
な
先
生
方
の
話

を
聞
い
て
、
い
ろ
ん
な
視
点
で
物
事
を
考

え
た
り
新
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
の
日
本
や
世
界
の
課
題
や
未
来
に
向
け

て
私
達
が
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
日
目
は
小こ

宮み
や

山ま

先
生
と
菊き

く

池ち

先
生
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

国
に
頼
る
だ
け
で
な
く
一
人
一
人
が
行
動

に
移
し
、
多
様
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
た
め

に
は
人
に
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
な
い
。
違
い
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
白し

ら

川か
わ

先
生
の
講
義
を
聞
い
て
、

国
全
体
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
く
て
も
一
人
あ

た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
低
い
と
い
う
格
差
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
社
会
は
皆
で
信

頼
し
あ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来

の
経
験
を
予
測
す
る
想
像
力
の
必
要
さ
が

と
て
も
身
に
し
み
ま
し
た
。
比ひ

屋や

根ね

先
生
、

山や
ま

戸と

先
生
の
講
義
で
は
未
来
へ
の
取
り
組

み
、
未
来
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

実
用
化
さ
れ
て
い
く
Ａ
Ｉ
に
人
が
負
け
な

い
よ
う
、
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を

伸
ば
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
ヨ
タ
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
聞
い
て

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
多
く
の
環
境
問
題
と

向
き
合
い
行
動
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
が
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
大
企
業
が
取
り
組

む
こ
と
で
成
果
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と

が
と
て
も
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
三
日

目
と
四
日
目
で
は
、
地
球
環
境
に
つ
い
て

深
く
学
び
、
自
分
自
身
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
も

印
象
に
残
っ
た
の
が
山や

ま

田だ

先
生
と
安あ

ん

藤ど
う

先

生
の
講
義
で
す
。
山
田
先
生
の
講
義
で
は

多
様
な
考
え
を
持
つ
と
と
も
に
少
数
派
の

人
の
意
見
も
取
り
入
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
女
性
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
自
分

の
道
を
自
分
で
切
り
開
く
た
め
に
行
動
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
体
調
管
理
や

精
神
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
自
分
が
良
い
状

態
を
保
つ
こ
と
が
良
い
仕
事
を
す
る
こ
と

に
繋
が
る
の
で
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
安
藤
先
生
の
講
義
で
は
「
夢
を
か

け
て
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
題
材
で
し

た
。
安
藤
先
生
の
講
義
は
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
。
実
際
に
自
分
で
考
え
自
分
で
行

動
す
る
「
独
立
自
尊
」
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
事
を
広
い
目
で
浅

く
知
り
自
分
の
熱
意
を
持
っ
た
所
は
深
く

知
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
見
た
Ｔ
Ｅ
Ｄ

の
動
画
で
は
一
人
の
変
わ
り
者
が
い
た
と

し
て
も
誰
か
一
人
で
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
来

れ
ば
そ
の
人
は
リ
ー
ダ
ー
に
変
わ
る
と
い

う
考
え
方
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
に
つ
い
て
で

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
つ
一
つ
が
関
係
し
て

い
る
17
個
の
目
標
で
す
。
三
日
目
の
ま
ち

学
習
で
は
、
二
子
玉
川
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
環
境
に
つ
い

て
の
面
で
考
え
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
班
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
に
つ
い
て
考
え
、
他
の
人
達
の
発

表
を
聞
き
深
く
学
び
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
こ
の
五
日
間
で
の
人
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
対

面
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
、
気
軽
に

接
し
て
く
れ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
さ
ん
な
ど
と
た

く
さ
ん
話
し
合
っ
て
い
く
度
に
、
ど
ん
ど
ん
仲

が
深
く
な
り
、
班
の
人
達
な
ど
と
ど
ん
ど
ん

仲
良
く
な
っ
て
い
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
他
の
班
の
人
と
も
友

達
に
な
っ
た
り
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合

い
、
考
え
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
が
最
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
最
終
日
に
は
皆
と
別
れ
る
の
は

と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
皆
で
声
を

か
け
合
っ
た
り
し
て
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
持
ち
帰
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
で
、
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら

見
る
こ
と
・
予
測
す
る
こ
と
の
大
切
さ
・
考
え

を
持
ち
行
動
に
移
す
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
本

当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
・

チ
ュ
ー
タ
ー
の
人
達
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
人
達
に
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
ん

だ
こ
と
は
絶
対
に
忘
れ
ず
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
プ
ラ
チ
ナ
に
参
加
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

※
作
文
は
一
部
抜
粋
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と
き
や

病
気
、
け
が
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
生
活
を
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た

仕
組
み
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る

た
め
安
定
し
て
お
り
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た
と
き

の
「
老
齢
年
金
」
の
ほ
か
「
障
害
年
金
」

や
「
遺
族
年
金
」
も
あ
り
ま
す
。「
障

害
年
金
」
は
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。「
遺

族
年
金
」
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶

者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は

　

20
歳
に
な
っ
た
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
が
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
す
で
に
厚
生
年
金

ま
た
は
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
く
）。
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、

厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
必
ず
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
加
入
後
の
流
れ

年
金
手
帳
が
届
き
ま
す

　

年
金
手
帳
は
、
加
入
制
度
が
変
わ
っ

た
と
き
や
請
求
手
続
き
な
ど
で
一
生
涯

使
用
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
人
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
や
受
け
取
っ
て
い
た
人
は
、

す
で
に
基
礎
年
金
番
号
を
お
持
ち
で
す

の
で
、
年
金
手
帳
は
届
き
ま
せ
ん
。

年
金
保
険
料
納
付
書
が
届
き
ま
す

　

金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
、
電
子
納
付
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
1
カ

月
当
た
り
の
保
険
料
は
１
万
６
４
１
０

円
で
す
。
誕
生
日
の
前
日
が
含
ま
れ
る

月
分
か
ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
４
月
１
日
生
ま
れ
→
３
月
31
日

か
ら
加
入
→
３
月
分
か
ら
納
付

健
診
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ

ス
テ
ッ
プ
1

　

希
望
す
る
日
時
を
菊
池
養
生
園
に
直

接
申
し
込
む
。

ス
テ
ッ
プ
2

　

問
診
票
・
保
険
証
・
健
診
費
用
を
持
っ

て
、
予
約
日
に
受
診
す
る
。

※�

2
月
10
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
人

に
は
、
後
日
問
診
票
を
送
付
し
ま
す

※�

人
間
ド
ッ
ク
、
個
別
健
診
を
受
け
た

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

１１月６日・２７日の歯科検診で、むし歯がなかった
お子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は検診日時点

青
あお

木
き

悠
ゆう

翔
が

（亘）
荒
あら

木
き

怜
れい

奈
な

（北原）
魚
うお

住
ずみ

一
い

颯
ぶき

（高野瀬）
魚
うお

住
ずみ

和
おと

花
は

（高野瀬）
緒

お

方
がた

陽
はる

輝
き

（亘）
片
かた

山
やま

知
ち

優
ゆ

（野間口）
後

ご

藤
とう

美
み

月
つき

（袈裟尾）
竹
たけ

村
むら

壮
そう

真
しん

（大琳寺）
三

み

好
よし

燈
とう

真
ま

（花房台）
山
やま

口
ぐち

華
か

歩
ほ

（東原）
嘉

か

村
むら

希
そ

望
ら

（高野瀬）
德
とく

永
なが

龍
りゅう

臣
しん

（流川）

緒
お

方
がた

瑛
えい

紀
き

（富の原台）
加

か

藤
とう

稟
り

久
く

（富の原東）
熊
くま

坂
さか

　律
りつ

（富の原一）
迫
さこ

　天
てん

晴
せい

（飛熊）
柴
しば

田
た

　萌
もえ

（富の原東）
高
たか

尾
お

星
せ

成
な

（富の原中央）
田

た

口
ぐち

稀
き

心
しん

（井戸方）
藤
ふじ

本
もと

蒼
そう

大
た

（田島団地）
右
みぎ

田
た

妃
ひ

花
な

（辰頭西団地）
水
みず

上
かみ

蒼
あ

子
こ

（楠原）
山
やま

下
した

陽
はる

翔
と

（田島団地）
山
やま

本
もと

悠
ゆう

聖
せい

（高江出分）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布
家族ぐるみで取り組み、健康な歯を保ちましょう。

3歳児健診時

■検査費用

「むし歯なし」の子

血
液
検
査
を
伴
う
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
健
診
や
特
定
健
診
、
後

期
高
齢
者
健
診
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
、
腎
不
全
な
ど
の
原
因
と
い
わ
れ
る

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
兆
候
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

早
く
見
つ
け
る
こ
と
で
数
値
を
正
常

に
戻
せ
る
よ
う
、
保
健
師
が
生
活
習
慣

の
改
善
を
手
伝
い
ま
す
。

健
診
は
年
に
１
回

定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

間
隔
を
空
け
ず
に
受
け
る
こ
と
で
、

異
常
が
小
さ
い
う
ち
に
発
見
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
だ
け

で
は
数
値
が
下
が
ら
な
い
ほ
ど
悪
化
す

る
前
に
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
期
日　

2
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
10
時
30
分

健
診
場
所　

菊
池
養
生
園
（
泗
水
町
吉

富
２
１
９
３
‐
１
）

☎
０
９
６
８（
38
）２
８
２
０

検
査
内
容　

生
活
習
慣
病
健
診
・
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
結
核
検
診
・

肺
が
ん
検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
・
乳

房
超
音
波
検
診

※�

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

個
別
検
診

　

乳
が
ん
と
は
、
乳
腺
に
で
き
る
が
ん

の
こ
と
で
、
日
本
人
女
性
の
11
人
に
1

人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
30
歳
代
か
ら
急
増
し
40
歳
代
後

半
か
ら
50
歳
に
か
け
て
最
も
多
く
発
生

し
ま
す
。
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の
最

も
効
果
的
な
方
法
が
「
検
診
」
で
す
。

乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
高

い
確
率
で
治
り
ま
す
。

申
込
期
間　

～
1
月
31
日
㈮

※
実
施
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い

対
象
者　
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
女
性

持
参
す
る
も
の

▼�

受
診
券
（
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
健

康
推
進
課
で
発
行
で
き
ま
す
）

▼�

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
対

象
者
の
み
）

▼�

健
診
料
（
70
歳
未
満
：
１
８
０
０
円
、

70
歳
以
上
：
千
円)

▼
健
康
保
険
証

そ�

の
他

▼��

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
人
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
挿
入
し

て
い
る
人
、
豊
胸
手
術
を
受
け
ら
れ

て
い
る
人
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼�

視
触
診
検
査
が
あ
り
ま
す
。

▼�

複
合
健
診
な
ど
で
乳
が
ん
検
診
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
や
超
音
波
）
を
受
け

た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

今月は今年度最後の健診の案内をお伝えします。健康維持には早い段階で問題点を見
つけることが肝要です。健康づくりは、一人一人が自分の体の状態をチェックすること
から始まります。申し込みを忘れた人も、まだ間に合いますので、健診を受けましょう。 

～ 筋肉量とタンパク質の関係は? ～ ～ 献血にご協力ください ～
　タンパク質は筋肉・骨・臓器・皮ふ・爪などの主成分で、
肉・魚・卵・大豆・大豆製品などに多く含まれています。
　自分の意志で動かすことができる筋肉の量は、この
タンパク質の摂取量と強い関係があります。

タンパク質が不足すると…
　筋肉量が減少し、転倒や骨折をしやすくなります。
筋肉量減少を予防するには
　毎日の食事にタンパク質を積極的に摂り入れましょう。
１日の食事から摂りたいタンパク質の摂取基準
　タンパク質の摂取量（推奨）は、18歳以上の男性が
60㌘、18歳以上の女性は50㌘で、必要な量はどの世
代も変わりません。

１日の摂取量の目安
・豚もも肉（薄切り3枚）60g
・魚（鮭４分の３切）60g
・卵（Mサイズ）1個
※�食事療法をしている人は、担当医の指示に従ってください。

・木綿豆腐（３分の１丁）100g
　または納豆（小１パック）40g
・牛乳200ml

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き

ところ
内 容

1月20日㈪ 午前9時30分～正午

七城多目的研修センター 

４００ml献血

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運
転免許証やパスポートなどで本
人確認をお願いしています。献血
カードを持っている人は一緒にお
持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血で
きる場合があります。会場で医師
が判断しますのでご相談ください。

ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

献血推進キャラクター
けんけつちゃん

 健康診査項目 対象年齢 自己負担金 市からの補助額 
生活習慣病健診 19～39歳 2,000円 6,591円 

特定健診 40～69歳 1,500円 7,092円
70～74歳 800円 7,792円

後期高齢者健診 75歳以上 800円 6,533円 
結核検診 65歳以上 無 料 1,719円

肺がん検診 30～69歳 500円 1,450円
70歳以上 200円 1,750円

腹部超音波検診 19～69歳 1,500円 2,130円

乳房超音波検診 20～69歳 1,000円 2,300円
70歳以上 300円 3,000円
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

思
ひ
出
の
吾あ

子こ

重
ね
み
る
七
五
三

蓮
枯
れ
て
池
に
静し

寂じ
ま

の
あ
る
ば
か
り

幾
万
の
願
ひ
携た

ず
さへ
神
の
旅

そ
れ
な
り
に
庭
手
入
れ
し
て
冬
に
入
る

晴
れ
着
着
て
今
日
は
主
役
の
七
五
三

万
句
の
里
俳
句
会  

11
月
句
会

研
修
の
阿
蘇
に
入
り
し
な
車
窓
越
し
原
野
の
ス
ス
キ
の
穂
波
の
歓
迎

カ
マ
キ
リ
が
我
が
目
を
盗
み
卵
二
つ
菊
の
小
枝
に
産
み
つ
け
い
る
も

音
立
て
て
飛
び
た
ち
し
二
羽
の
白
鷺
が
我
の
頭
上
を
回
り
て
い
る
も

庭
隅
の
椿
に
蔓
の
登
り
つ
め
南
瓜
の
三
個
真
っ
赤
に
い
ろ
ど
る

藤
袴
も
と
め
舞
い
来
し
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
き
ら
び
や
か
な
る
羽
休
ま
す
る

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

嶋
田　
晴
美

渡
辺　
光
夫

七
城
短
歌
会  

11
月
詠
草

楕
円
な
る
ボ
ー
ル
一
つ
を
美
し
く
競
い
て
世
界
は
今
ノ
ー
サ
イ
ド

訪
ね
来
て
高
台
塗
の
お
も
て
な
し
古
民
家
抜
け
る
風
の
や
さ
し
き

涙
目
で
手
を
振
る
吾
子
に
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思
い
で
職
場
に
向
か
う

愛
犬
も
わ
れ
も
同
時
に
年
老
い
て
膝
に
抱
き
つ
つ
日
向
ぼ
こ
す
る

黄
金
の
花
び
ら
か
ざ
し
石
蕗
の
凛
と
映
え
ゐ
る
令
和
の
夜
明
け

宮
本　
淑
子

桑
野　
睦
子

原
口　
紗
季

山
城　
雅
子

松
本　
和
子

「
里
」短
歌
会  

11
月
詠
草

Ｉ
Ｔ
が
作
詞
作
曲
し
た
る
な
り
美
空
ひ
ば
り
の
新
し
き
歌

新
し
き
令
和
の
元
朝
謹
み
て
東
方
拝
め
ば
瑞ひ

か
り光
の
漣

さ
ざ
な
み

秋
麗
の
気き

の
痛
し
も
よ
機
上
我
が
心
い
そ
げ
り
病
む
者
の
辺
に

斐ひ

伊い

川が
わ

の
岸
辺
の
朝あ

し
た月
見
草
の
ひ
と
つ
咲
き
た
り
ひ
と
つ
は
し
ぼ
み

冬
隣
り
菊
は
蕾
の
ま
ま
に
し
て
武
者
人
形
に
羽
織
か
け
た
し

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

奴
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

菊
池
短
歌
会  

12
月
詠
草

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
紅べ

に

の
出
過
ぎ
し
柿か

き

膾
な
ま
す

達
者
か
と
兄
の
電
話
や
柿
甘
し

飼し

料り
ょ
う

田だ

の
隅
々
ま
で
も
穭

ひ
つ
じ

伸
ぶ

華
や
か
な
祝

し
ゅ
く

賀が

御お
ん

列れ
つ

に
濃
き
秋あ

き

日び

秋
の
夜
の
ワ
イ
ン
明あ

し

日た

へ
残
し
置
く

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

11
月
例
会

秋
の
佐
渡
空
海
青
き
お
け
さ
節

た
わ
わ
な
る
柿
照
ら
さ
れ
て
夕
焼
け
る

紅
葉
狩
り
余
生
の
ん
び
り
娘
等
と

溺
死
と
ふ
牛
い
た
ま
し
き
台
風
禍

災
害
や
夕
空
の
果
て
鰯
雲

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

11
月
詠
草 宮

本　
敏
子

川
口　
二
子

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

宮
本　
雅
子

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
※改修に伴い休館中

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

テーマ「お正月」

図 書 館

中 央

中 央

公 民 館

こ
ぐ
ま
社

1

世
界
文
化
社

2

成
美
堂

3

バ
ジ
リ
コ

4

manic／編著
4 �ハムケツ

　今年の干支はネズミ。こん
なかわいいハムスターのお尻
で癒されませんか? 

みきつきみ／文　柳
やなぎ

原
はら

良
りょう

平
へい

／画
1 十二支のしんねんかい

長
なが

野
の

ヒデ子／著

２ おしょうがつさん
　どんどこどん

　お正月とは? 絵本を読みな
がら、お正月の豆知識を学ぶ
ことができます。

　子どもたちが覚えやすいよ
うに言葉のリズムにのせて、
干支のかわいい動物たちを紹
介していきます。

入
い り

江
え

亮
りょう

子
こ

／著
３ おもち

　餅を食べる機会も増えるこ
の季節、さまざまな食べ方に
チャレンジしてみませんか。

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

オリジナルおみくじ

手づくりえほん講座（全４回）

と　き：1月5日㈰ なくなり次第終了

と　き：1月26日㈰・2月1日㈯・15日㈯・29日㈯
　　　  午前10時～正午
ところ：中央公民館 工作室（2回目以降は図書館グループ学習室)
対　象：市内在住者（中学生以上） 定 員：10人（要申込）

　各館おみくじを用意してお待ちしています

公 民 館

　昨年の菊人形・菊まつりの期間中、俳句150句・短歌
62首の応募がありました。受賞・入選作品は1月17日㈮
まで中央公民館で展示しています。たくさんのご応募、
ありがとうございました。

※入選作品はキクロスのホームページをご覧ください。

第30回菊人形・菊まつり連動企画
俳句・短歌大会の結果発表　お題「菊」

俳句 【一般の部】

七百周年　菊武者　いよゝ 　勇ましき
加
か

藤
とう

妙
たえ

子
こ

さん（菊池市）大 賞

念入りに　菊師の拾ふ　菊の塵
坂
さか

田
た

美
み

代
よ

子
こ

さん（合志市）市 長 賞

騎馬像の 下知を待つかや 菊人形
木
き

村
むら

利
とし

昭
あき

さん（菊池市）教育長賞

短歌 【一般の部】

一族の　功を語るや　菊人形　南北朝は　遠き世となり
中
なか

山
やま

洋
よう

子
こ

さん（菊池市）大 賞

子等のごと  手塩にかけし  菊人形  鎧纏いて  歴史を語る
渡
わた

辺
なべ

光
みつ

夫
お

さん（菊池市）市 長 賞

丹精を　こめ育てし　菊の花　百花百彩　華やぎに充つ
岩
いわ

根
ね

博
ひろ

恵
え

さん（菊池市）教育長賞

俳句 【小学生の部】

みんなすき　黄色いきくだ　うれしいな
渡
わた

辺
なべ

花
か

音
のん

さん（菊之池小学校２年）大 賞

としょかんで　みつけたきれいな　きくのはな
宮
みや

川
がわ

夏
なつ

美
み

さん ( 花房小学校1年 )市 長 賞

きくにんぎょう　ちょいとこわいな　うごくかな
水
みず

上
かみ

葉
は

月
づき

さん ( 旭志小学校4年 )教育長賞

短歌 【小学生の部】

たけみつこう せいたんきねん 七百年 きくもいっしょに おいわいしてる
古
ふる

田
た

桂
けい

啓
すけ

さん（隈府小学校３年）大 賞

きくのはな いろとりどりの あざやかさ わたしのこころ いやしてくれる
まつもとみおさん ( 戸崎小学校2年 )市 長 賞

きくちしは やさしいひとが いっぱいだ ぼくもやさしいひとになりたい
宮
みや

﨑
ざき

慶
けい

介
すけ

さん ( 菊之池小学校2年 )教育長賞

喜
び
を
鷲
掴
み
せ
よ
若
き
孫
生
き
て
在
る
こ
と
光
よ
り
美は

し

菊
人
形
作
り
し
人
の
名
の
な
か
に
若
き
頃
の
友
の
名
の
あ
り

写
り
終
え
親
に
か
け
寄
る
幼
子
の
安
堵
の
笑
顔  

今
日
七
五
三

秋
の
陽
に
映
え
て
色
増
す
大
鉢
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
赤
の
目
に
染
む

涼
し
さ
は
少
し
さ
び
し
さ
連
れ
て
く
る
娘
の
電
話
に
元
気
を
も
ら
う

中
川　
愛
子

岩
根　
博
恵

山
田　
弘
子

山
城　
雅
子

堤　
よ
し
み

渓
流
短
歌
会  

12
月
詠
草

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
の
広
報
12
月
号
「
菊
池
短
歌
会 

11
月
詠
草
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
老
い
づ
く
我
の
か
た
ら
わ
に
ペ
ン
と
ひ
ら
ひ
ら
紙
あ
り
て
良
き

安
藤　

則
子

正 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
老
い
づ
く
我
の
か
た
わ
ら
に
ペ
ン
と
ひ
ら
ひ
ら
紙
あ
り
て
良
き

安
藤　

則
子

泗水 七城
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問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

172

　

本
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
事
に
し

て
き
た
誇
る
べ
き
活
動
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
の
活
動
」
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

毎
年
、
市
か
ら
18
人
の
方
が
委
嘱

さ
れ
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
13
各

区
の
校
区
推
進
会
議
、
人
権
擁
護
委

員
会
・
民
生
児
童
委
員
会
・
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
議
会
・
女
性
の
会
・

自
治
公
民
館
長
会
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
推
薦
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
一
人

一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
「
差
別
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の

た
め
、
地
域
で
主
体
的
に
活
動
で
き

る
人
材
を
目
指
し
、
年
間
8
回
の

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、

当
事
者
か
ら
の
差
別
の
実
態
や
現
地

に
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。

　

12
月
の
「
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
人
権
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
ふ
る
さ
と
」（
年
3
回
発

行
）
や
広
報
き
く
ち
「
人
権
・
同
和

教
育
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
よ
り

良
い
啓
発
に
な
る
よ
う
意
見
や
助
言

を
す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
研
修
内
容
―
現
地
に
学
ぶ

❶
市
内
の
障
が
い
者
福
祉
施
設
「
ひ

ま
わ
り
」
や
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
る
～
わ
」
な
ど
で
生
き
生
き
と
働

い
て
い
る
姿
を
直
接
見
せ
て
い
た
だ

き
、
職
員
の
人
た
ち
の
思
い
や
願
い

な
ど
を
聴
き
ま
し
た
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
つ
ま
ご
め
荘
」
や
知
的

障
が
い
者
支
援
施
設
「
居
屋
敷
の
里
」

で
は
、
個
人
に
合
っ
た
配
慮
を
し
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
様
子
を

見
聞
き
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

人
権
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

❷
9
月
、
教
育
集
会
所
で
部
落
解
放

同
盟
の
松ま

つ

永な
が

末す
え

廣ひ
ろ

旭
志
支
部
長
の
講

話
を
聴
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、

同
和
対
策
事
業
に
よ
っ
て
自
分
た
ち

の
地
区
だ
け
で
な
く
、
隣
接
し
て
い

る
他
の
集
落
も
道
路
な
ど
が
改
善
さ

れ
、
周
囲
も
一
緒
に
良
く
な
っ
て
、

広
く
地
域
全
体
が
改
善
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」「
部
落

差
別
の
現
実
を
学
び
、
正
し
い
認
識

を
深
め
、
差
別
を
な
く
す
よ
う
推
進

市
民
の
手
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
の
活
動

　
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
稲い

な

田だ

京き
ょ
う

子こ

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

❸
10
月
、
市
内
在
住
の
松ま

つ

川か
わ

健け
ん

二じ

さ

ん
の
熱
い
思
い
に
触
れ
ま
し
た
。「
障

が
い
者
当
事
者
の
視
点
で
み
た
ま
ち

づ
く
り
」
と
題
し
て
「
事
故
で
、
車

い
す
の
生
活
に
な
っ
た
が
、
泣
き
寝

入
り
し
た
く
な
か
っ
た
。
自
分
の
体

を
さ
ら
け
出
し
て
闘
っ
た
。
誰
か
が

言
っ
て
、
誰
か
が
交
渉
し
て
い
か
な

い
と
社
会
が
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
全
て
の
人
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
施
設
を
各
方
面
に
提
言

し
、
改
善
し
て
き
た
取
り
組
み
に
参

加
者
は
大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

学
ん
で
発
信
し
続
け
る

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
、
み
ん
な
の
幸

せ
を
願
っ
て
差
別
を
な
く
し
、
暮
ら

し
を
よ
く
す
る
た
め
に
生
き
生
き
と

踏
ん
張
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ

ん
な
人
た
ち
の
生
き
方
に
学
び
な
が

ら
、
発
信
し
続
け
る
会
員
の
地
道
な

活
動
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

【ギャラリー】
玉祥寺幽狐句会
出品者：高

たか

木
き

敬
けい

二
じ

ほか
　麦

むぎ

田
た

先生のもと、毎月一回俳句会を行っています。俳
画とともに展示いたしますので、ご来館ください。
期　間：1月15日㈬～26日㈰

紫光書道会「紫光書初め展」
出品者：秋

あき

月
づき

順
じゅん

子
こ

ほか
紫光会員による小型雅仙紙の書初め作品を審査、展示し
ています。皆さんぜひご来館ください。
期　間：1月28日㈫～2月9日㈰

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　なし（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

第15回夫婦の手紙・絵手紙コンクール作品展
　全国各地から寄
せられた、ご夫婦の
日々の感謝や思い
やりに満ちた手紙・
絵手紙作品を展示
します。

期　間：～令和2年1月5日㈰

写真や絵画などを展示しませんか。
　菊池観光交流館では、展示コーナーに作品を出展する
人を募集しています。詳しくは菊池観光協会までお尋ね
ください。

　

女
性
差
別
を
テ
ー
マ
に
し
た
小

説
「
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ

ン
」
が
映
画
化
さ
れ
去
年
10
月
に
公

開
さ
れ
た
。
上
映
2
週
間
で
3
百
万

人
を
動
員
し
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

２
０
１
８
年
に
は
日
本
で
も
翻
訳

出
版
さ
れ
、
す
ぐ
に
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ

パ
ン
の
ア
ジ
ア
文
学
部
門
の
売
上
高

で
1
位
に
な
っ
た
。
日
本
で
韓
国
文

学
が
こ
こ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は

異
例
の
こ
と
だ
と
い
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
放
映
さ
れ
、

多
く
の
日
本
女
性
た
ち
か
ら
共
感
を

得
て
い
る
。

　

こ
の
小
説
は
１
９
８
２
年
生
ま
れ

の
女
性
主
人
公
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
さ
ん

を
取
り
巻
く
家
庭
や
職
場
ま
た
韓
国

社
会
、
結
婚
後
の
婚
家
で
の
立
場
な

ど
で
女
性
で
あ
る
が
故
に
受
け
る
抑

圧
、
理
不
尽
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
作

品
で
あ
る
。

　

彼
女
は
女
児
の
中
絶
が
最
も
深
刻

だ
っ
た
時
代
に
生
ま
れ
、
女
性
が
受

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
に
直
面
し
て

生
き
て
い
く
。
厳
し
い
就
職
戦
争
を

突
破
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
が
、
社

内
で
は
有
能
ゆ
え
に
煙
た
が
ら
れ
る
。

結
婚
し
妊
娠
す
る
と
「
経キ

ョ
ン

断ダ
ン

女ニ
ョ

（
出

産
や
育
児
で
職
場
を
離
れ
キ
ャ
リ
ア

が
断
た
れ
る
こ
と
）」
と
な
り
、
出
産

後
に
は
「
マ
ム
チ
ュ
ン
（
自
己
中
心

マ
マ
虫
）」
と
卑ひ

下げ

さ
れ
、
見
え
な
い

ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
壁
が
彼
女
を
取
り

囲
ん
で
い
る
。
今
の
韓
国
社
会
が
女

性
に
向
け
る
冷
た
い
視
線
、
見
え
な

い
差
別
が
女
性
を
制
約
し
抑
圧
す
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
最
近
の
韓
国
で
は
女
性
芸

能
人
の
自
殺
が
た
び
た
び
起
き
て
い

る
。
彼
女
た
ち
に
対
す
る
容
赦
な
い

攻
撃
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
異
常
で
止
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
建コ

ン

国グ
ク

大
学
ユ
ン
キ
ム
・
ジ
ヨ

ン
教
授
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
悪
質

な
書
き
込
み
の
根
源
に
は
社
会
が
要

求
す
る
女
性
像
を
規
定
し
、
こ
れ
に

合
わ
な
い
女
性
に
向
け
て
行
う
女
性

嫌
悪
が
あ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
み
れ
ば
、
悪
質
な
書
き
込
み

は
従
順
で
は
な
い
若
い
女
性
を
私
た

ち
社
会
が
断
罪
し
て
い
る
と
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
答
え
た
。

　

人
に
は
良
心
が
あ
り
、
基
本
的
な

道
徳
心
や
温
か
い
思
い
や
り
が
備

わ
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
他
人
を

自
分
の
物
指
し
で
測
り
、
外
れ
る
と

攻
撃
し
鬱
憤
を
晴
ら
す
結
果
を
韓
国

社
会
は
ど
う
償
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
で
も
人
間
の
心
の
深
い
と
こ
ろ
に

は
純
粋
な
心
が
あ
る
と
信
じ
た
い
。

韓
国
の
女
性
が
直
面
す
る
ガ
ラ
ス
の
壁

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

◆ 絵画連作 ◆

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

13代 菊
きく

池
ち

武
たけ

重
しげ

第 一 章

　菊池本城二ノ丸に当たる場所にあったとされる月見
殿。ここで観月の宴や連歌の催しが行われたといいま
す。城下が遠く立石のはずれの大手門まで見通せて絶
景を楽しむことが出来たでしょう。現在は観月楼という
見晴らし台が立てられています。

其の８  月
つき

見
み

殿
でん

松永末廣旭志支部長
の講話

◆

連
載 

◆

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池一族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７
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菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
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菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認
定
さ
れ

た
人
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県
民

税
の
申
告
の
際
に
、
税
控
除
を
受
け
る
た

め
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
障
害
者
控
除

対
象
者　
令
和
元
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
（
１
〜

５
）
を
受
け
た
65
歳
以
上
で
、
認
定
調
査

な
ど
に
よ
り
次
の
「
日
常
生
活
自
立
判
定

基
準
」
に
該
当
す
る
人
（
内
容
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
６
級
、
精
神
障
害
者
保
険
福
祉

手
帳
１
〜
３
級
、
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
手
続
き
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
自
立
判
定
基
準

※�

判
断
基
準
は
、
障
が
い
老
人
の
日
常
生

活
自
立
度
判
定
基
準
、
認
知
症
で
あ
る

老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
に

基
づ
き
ま
す

申
請
方
法　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
障
害
者
控
除　
納
税
者
自
身
ま

た
は
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
所

得
税
法
上
の
障
が
い
者
に
当
て
は
ま
る
場

合
に
は
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金

額
は
、
障
が
い
者
１
人
に
つ
き
27
万
円
で

す
。
特
別
障
が
い
者
（
１
級
・
２
級
）
に

要
介
護
認
定
高
齢
者
の
障
害
者

控
除
・
お
む
つ
代
医
療
費
控
除

該
当
す
る
場
合
は
40
万
円
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
の
障
害
者
控
除　
所
得
税
と
同
じ

条
件
で
、障
が
い
者
１
人
に
つ
き
26
万
円
、

特
別
障
が
い
者
（
１
級
・
２
級
）
に
該
当

す
る
場
合
は
30
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
者
で
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以

下
の
人
は
、住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　
要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

の
人
の
場
合
、
令
和
元
年
中
に
作
成
さ
れ

た
日
付
・
寝
た
き
り
度
・
尿
失
禁
の
有
無

が
記
載
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
を
確
認
し

て
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
２
０
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な

調
査
で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
従
事

者
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/tokei/
census/afc/2020cp/

問
情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
４
９

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

県
内
学
生
の
パ
ス
ポ
ー
ト

新
規
取
得
・
渡
航
者
へ
の
助
成

　

今
年
度
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

し
、
海
外
渡
航
す
る
県
内
の
学
生
（
高
校

生
以
上
、
15
歳
以
上
30
歳
未
満
）
へ
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、
初
め
て
の
海
外
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
期
間　
～
令
和
2
年
２
月
29
日
㈯
帰

国
分

助
成
額　
５
千
円

そ
の
他　
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
「
熊
本
県
国
際
協
会
」
を
検
索
。

問
●申
県
国
際
協
会　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
７
１

　
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
」（
第
9

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

1月の「税」の納期限
1月31日㈮

問健康推進課国民健康保険係
☎（25）7218

●国民健康保険税第７期
口座振替を利用している人
は、1月27日㈪に振替を行
いますので、残高の確認を
お願いします。

建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
の
際
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
１
月
１
日
ま
で
に
建
物
（
付
属
屋
、
畜

舎
を
含
む
）
を
新
築・増
築
し
た
場
合
は
、

令
和
２
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
台
帳
に
登
録
が
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
し
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
不
法
投
棄
は
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
付
近
の
土
壌
や
地
下

水
の
汚
染
な
ど
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
事
業
所
で
出
た
ご
み
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た
り
、
ご
み
収

集
日
以
外
に
ご
み
を
出
す
こ
と
も
不
法
投

棄
に
含
ま
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
連
絡
を

　
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
場
合
は
、
危
険
で
す
の
で
無
理
に
注
意

し
た
り
せ
ず
、
現
場
か
ら
十
分
離
れ
た
場

所
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
整
備
を

　
不
法
投
棄
の
多
く
は
人
目
を
避
け
、
夜

間
や
早
朝
に
山
間
部
の
空
き
地
な
ど
で
行

わ
れ
ま
す
。土
地
や
建
物
を
清
潔
に
保
ち
、

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
を
整
え
ま
し

ょ
う
。
不
法
投
棄
し
た
人
が
判
明
し
な
い

場
合
、
土
地
の
所
有
者
が
そ
の
撤
去
費
用

な
ど
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
❶
家
庭
ご
み
な
ど
の
一
般
廃
棄
物
の
不

　
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
❷
事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物

　
の
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

　
❸
悪
質
な
不
法
投
棄
を
直
接
見
か
け
た

　
ら
警
察
へ
通
報　
☎
１
１
０

七
城
温
泉
ド
ー
ム

大
浴
場
の
休
業
に
つ
い
て

　
浴
場
内
の
支
柱
改
修
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
工
事
期
間
中
、
大
浴
場
（
障
が
い

者
な
ど
利
用
浴
室
を
含
む
）
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
宴
会
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、
宿
泊
お

よ
び
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
通
常
ど
お

り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
業
期
間　
1
月
15
日
㈬
～
3
月
19
日
㈭

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム　
☎（
26
）４
８
０
０

ペ
ッ
ト
か
ら
の
感
染
症
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト
で
す

が
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
ペ
ッ
ト
に
寄
生
す
る
ノ
ミ
や
マ
ダ

ニ
を
介
し
た
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
ペ
ッ
ト

に
定
期
検
診
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
、
日
常

の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
５

旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

休
止
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
２
年
1
月
１
日
㈬
に
予
定
し
て
い

た
「
旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
諸

事
情
に
よ
り
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
関
係

者
一
同
、
令
和
3
年
の
開
催
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

募
集

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請
書
受
付

期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。「
購
入
引
換
券

交
付
申
請
書
」（
黄
色
）
が
届
い
て
い
る

人
は
、
対
象
者
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
1
月
31
日
㈮

商
品
券
購
入
期
限　
2
月
28
日
㈮

商
品
券
利
用
期
限　
3
月
15
日
㈰

購
入
限
度
額　

上
限
５
冊
ま
で

（
2
万
5
千
円
分
を
2
万
円
で
購
入
で
き

ま
す
）

そ
の
他　
市
内
で
商
品
券
を
使
え
る
取
扱

店
は
１
５
２
店
舗
で
す
（
令
和
元
年
12
月

４
日
現
在
）。
食
料
品
・
日
用
品
・
家
電

製
品
・
ガ
ソ
リ
ン
・
衣
料
・
医
療
・
美
容
・

理
容
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
商
工
観
光
課　
☎（
36
）９
４
７
０

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

申
請
受
付
期
間
延
長

　
高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転
対
策
の
一
環

と
し
て
、
高
齢
運
転
者
に
対
す
る
後
付
け

の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
設
置

支
援
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
県
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人

内　
容　
協
力
店
舗
で
購
入
・
設
置
す
る

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
費
用
の

一
部
を
補
助
（
最
大
３
万
円
）

申
請
期
間　
１
月
８
日
㈬
～
２
月
29
日
㈯

問
●申
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
（
県
交
通

安
全
推
進
連
盟
事
務
局
）　

　
☎
０
９
６　（
３
３
３
）２
２
９
３

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置

の一部
を
補
助
し
ま
す

償
却
資
産
と
は　
会
社
や
個
人
で
工
場
や

商
店
、農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
う
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の
こ
と
。

申
告
の
内
容　
次
の
事
業
用
資
産
を
持
つ

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改
装
な

ど
）
▼
機
械
・
装
置
（
乾
燥
機
・
太
陽
光

発
電
装
置
な
ど
）
▼
車
両
・
運
搬
具
（
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
自
動
車
税
や
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
を
除
く
）
▼
工

具
器
具
・
備
品
（
机
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産
を
持

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
の
お
願
い

ち
、
手
元
に
申
告
書
が
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

申
告
期
間　
～
1
月
31
日
㈮

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

区　
分

障
が
い
者
特
別
障
が
い
者

認
知
症
度

Ⅲａ 

・Ⅲ
ｂ

Ⅳ・Ｍ

寝
た
き
り
度
Ｂ
１・Ｂ
２

Ｃ
１・Ｃ
２

回
大
会
）
の
開
催
に
伴
い
、
大
規
模
な
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
道
路
で
も
大
幅
な

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
16
日
㈰　
午
前
７
時
～

　

特
に
熊
本
市
内
へ
外
出
す
る
際
に
は
、

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
の
詳

細
は
、「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓗ�https://w
w

w
.kum

am
otojyo-

m
arathon.jp

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

令
和
元
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
募
集

　
第
３
回
に
募
集
す
る
団
地
は
、
広
報
き

く
ち
2
月
号
お
よ
び
２
月
１
日
㈯
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
3
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
必
着

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

申
込
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

▼
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
が
あ
る
こ

と
（
婚
約
者
な
ど
も
含
む
）（
※
単
身
入

居
の
場
合
の
特
例
：
満
60
歳
以
上
の
人
。

こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
入
居
申

し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
世

帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ
る
こ

と
（
世
帯
の
状
況
に
よ
り
合
計
月
額
所
得

が
15
万
８
千
円
以
下
と
21
万
４
千
円
以
下

に
分
か
れ
ま
す
）

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【
控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

【
控
除
の
内
容
・
控
除
額
】

・�

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・�

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
令
和
元
年
度
第
3
回
市
営
住
宅
入
居
申

込
書
▼
住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
（
同

居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ
れ
、
続
柄
及
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
も
の
▼
平

成
31
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事

項
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必

要
）（
※
源
泉
徴
収
票
不
可
）（
※
平
成
31

年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

書
は
、
平
成
31
年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
書
類
で
す
。

市
町
村
で
発
行
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）
▼
未
納
が
な
い
証
明
書

（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居

予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の

他
証
明
書
（
婚
約
証
明
書
、
障
が
い
者
手

帳
の
写
し
な
ど
）

申
込
方
法　
必
要
書
類
な
ど
完
備
の
上
、

都
市
整
備
課
住
宅
係
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
「
簡
易
書
留
」

郵
便
で
期
限
内
必
着
で
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
令
和

元
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
●申
都
市
整
備
課

　
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

地区名 氏名
■菊池第１地区民生委員・児童委員協議会（中央区）
栄町・中央通 高瀬正輝 ※
西正観寺・正院町 選任調整中
東正観寺・築地 選任調整中
亘１区（１～５・16・19・21） 立山由紀子 ※
亘２区(6～15・17・18・20・22～26) 渡邉鎮子
片角２区（11～21） 中村雅光 ※
片角１区（１～10・22～28） 選任調整中
上町 秋月順子 ※
立町・横町 菊池龍一
中町・下町・迎町 菊池澄
切明・立石 吉田眞由美 ※
北原 髙木 司 ※
袈裟尾   三川秋子 ※
高野瀬１～22・71班 城　博子 ※
高野瀬23～37・65～68・72～74班 下田美代子 ※
高野瀬38～64・69・70班 緒方幸隆
玉祥寺・遊蛇口 三牧由紀
稗方・堀切 村上政幸 ※

主任児童委員 井上悦子 ※
大渕由紀子 ※

■菊池第2地区民生委員・児童委員協議会（北部地区）
菊池佐野・鍋倉・原細永 外村國敏 ※
下組・塚原・長六 原　道德
日生野・岩平・伊牟田 武藤秀康
永山・戸城・立門 釘山康敏
伊野・杉生・木護 渡邊順一
鉾の甲・柏・古川 林　照美
寺小野・染土・長野・龍門1 丸山るみ子
雪野 米村　眞
小木 松永幸雄
鳳来・穴川 緒方茂夫
西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・東迫間 角田えみ子
戸豊水・太田 中村千枝美
大柿・菊池平野 德渕玉江
茂藤里・篠倉・伊倉・道園 東順一
滝黒仁田・木佐木・生味・金峰 竹村博美

主任児童委員 德渕ゆかり ※ 
井野信子 ※

■菊池第３地区民生委員・児童委員協議会（南部地区）
柿木平・菊池松島・神鶴 木原繁広
中原・日向 佐藤幸代
藤田 髙木留美子 ※
上木庭・下木庭 林　一子
村田・上長田・下長田・大塚 八並勝美
上西寺・中西寺 菊川幸子
下西寺・野間口・東原 石賢一
南古閑・北古閑・辻 愛垣良夫
神来・深川 出口一仁
北宮 渡邊豊子 ※
大琳寺 池田千鶴子 ※
広瀬・植古閑 吉田栄二
上出田・下出田 米村　敏博
木柑子・花房台 吉本　小百合
今 永田　菊子
甲森北・乙森北・上古閑 選任調整中
上赤星・下赤星 稲田　益城

主任児童委員 田中　陽一※
鋤本　尚子※

地区名 氏名
■七城地区民生委員・児童委員協議会
山崎、上水次、下水次 髙本直久
岡田、流川、辺田、荒牧 加 幸明 ※
高田、台、瀬戸口 横枕はつみ
新古閑、清水、宮園 村上聖一
戸田島、七城田中、本村 田代 信
甲佐町、菰入、加恵 早田健次郎
五海、西郷、羽根木、蟹穴 増永淳子
間所、雇用促進住宅 赤星公紀 ※
岩瀬、前川、板井、梶迫 原いつ子
林原、元村、内島、新村、打越 緒方宣治 ※
小野崎、七城松島、上橋田、下橋田、大尺 芦刈美千子

主任児童委員 田代真由美 ※
園木道子 ※

■旭志地区民生委員・児童委員協議会
小川・姫井・九の峰 水上景一
楠原・岩本 水上　泉 ※
伊萩 安武晴彦
北・南桜ヶ水 下田なほみ
湯舟・高柳・高柳住宅 米田千惠美
小原・平 岡島克己
妻越・津留・新明団地 山田みち代 ※
大迫 田崎栄一 ※
高永 三池たつの
伊坂・あさひが丘荘 永田清孝
片川瀬・尾足 本山信男
川上・川辺南団地 清水勝幸
川下・出分・あさひが丘住宅 志垣精二

主任児童委員 岩根治美
中村みよ子

■泗水地区民生委員・児童委員協議会
飛熊・上住吉・北住吉 上田洋子
南住吉・富納・南山手 西　節代
永・永南 田代惠美子
桜山三 村上由美子 ※
桜山一・桜山二 猿渡健市
桜山六・桜山八 林安基子
桜山四・桜山九 山田朱美 ※
桜山五・桜山七 岩井いつ子
福本二・田吹・永出分 倉本清子
福本一・東原団地 南　綠
上高江・薬師・福本団地 桝永信市
村吉・富・北原団地 早田豊次 ※
泗水田中・富出分・竹の下・堂迫団地・迫田団地 右田美喜江 ※
富の原東・富の原北 澤田和久
富の原中央 中村扶代子
富の原台 三好ユリ子
富の原西 宮本律子 ※
富の原一 山下悦子 ※
朝日団地、富の原団地 森下桂子 ※
久米一・久米二 松岡紀代美
高江・高江出分・三万田 選任調整中
田島一・田島二・岡・猪の目・辰頭団地・田島団地 秋吉栄美子
泗水平野・井戸方・糠泉・泗水佐野 坂本久美子

主任児童委員 田せい子 ※
荒木文明

　民生委員・児童委員は地域住民の立場になって地域の福祉
を担うボランティアです。民生委員法に基づき、厚生労働大
臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童福祉法に定め
る児童委員を兼ねており、３年に１度改選されます。同委員
は、担当地区の中で福祉に関する相談や、行政機関と地域の
パイプ役として活動しています。また、児童委員や学校など

と連携して活動する主任児童委員がいます。困り事や悩み事
などがあれば、地域の民生委員・児童委員、主任児童委員ま
で気軽にご相談ください。委員の連絡先などについては、お
問い合せください。
　氏名の横に※印のある委員は再任です。
問福祉課福祉係　☎ (25)7213

新しい民生委員・児童委員を紹介します（敬称略）

募
集
定
員　
30
人

願
書
受
付
期
間　
１
月
６
日
㈪
～
２
月
4

日
㈫　

試
験
日
・
場
所　
２
月
9
日
㈰　
本
校

問
●申
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
総
務
課

　
☎
０
９
５
７（
86
）４
１
９
２

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

生
徒
募
集

募集種目 資　格 受付期間 試験日 合格発表

自衛官候補生 採用予定月の1日において18歳以上33歳未満 1月9日㈭
～27日㈪ 2月2日㈰ 2月14日㈫

予備自衛官補

一般 18歳以上34歳未満
1月6日㈪～
4月8日㈬

4月18日㈯～
4月22日㈬ 5月22日㈮

技能 18歳以上で国家免許資格等を有する人
（資格により年齢上限は53歳未満～55歳未満）

令和元年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
❶
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
組
込
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶

接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生

産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
も
の
づ
く

り
ス
タ
ー
ト
訓
練
7
カ
月
）
❷
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
活
用
科

訓
練
場
所　
❶
合
志
市
須
屋

　
　
　
　
　
❷
山
鹿
市
方
保
田　

募
集
期
間　
❶
１
月
６
日
㈪
～
30
日
㈭

　
　
　
　
　
❷
～
1
月
24
日
㈮

訓
練
期
間　
❶
３
月
４
日
㈬
～
９
月
18
日

㈮
（
組
込
マ
イ
コ
ン
技
術
科
は
８
月
28
日

㈮
ま
で
） 

❷
３
月
３
日
㈫
～
５
月
29
日
㈮

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

21 202020 January広報きくち2020 January広報きくち



各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

相
談

講
演
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
講
演
会

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の

新
春
講
演
会
（
無
料
）

と　
き　
１
月
８
日
㈬

　
　
　
　
午
後
４
時
～
５
時
40
分

と
こ
ろ　
菊
池
笹
乃
家　

講　
師　
守も

り

屋や

淳あ
つ
しさ
ん

演　
題　

｢

今
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

！ 

資
本
主
義

の
父
に
学
ぶ
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
と

こ
れ
か
ら｣

問
菊
池
市
商
工
会　
☎（
25
）１
１
３
１

菊
池
市
商
工
会
新
春
講
演
会

一人
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
要
予
約
。

と　
き　
１
月
15
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
1
月
28
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
1
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

介
護
者
の
た
め
の
救
急
法
講
座

　
と
っ
さ
の
時
に
落
ち
着
い
て
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
基
礎
的
な
救
急
法
や
１
１
９

番
通
報
の
や
り
方
な
ど
を
、
菊
池
広
域
連

合
北
消
防
署
の
職
員
が
実
演
を
交
え
な
が

ら
紹
介
し
ま
す
。
申
込
不
要
。

と　
き　
１
月
22
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
七
城
支
所

　
☎（
25
）５
０
１
０

菊
池
市
女
性
の
会

チ
ャ
リ
ティ
ー「
初
春
の
つ
ど
い
」

　
朗
読
と
音
楽
＆
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
で
、
天
草
出
身
の
作
家
「
石い

し

牟む

礼れ

道み
ち

子こ

」
さ
ん
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

と　
き　
２
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館

問
菊
池
市
女
性
の
会　
中な

か

原は
ら

　
☎
０
８
０（
１
７
１
９
）１
５
４
３

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

１
月
の
内
容

９
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

16
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

23
日
㈭　
鬼
の
面
作
り

30
日
㈭　
豆
ま
き
箱
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

対
象
者　
菊
池
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、
代
表
者
が

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
。

　
指
名
願
い
を
提
出
し
て
い
る
人
（
使
用

人
含
む
）
は
同
一
の
も
の
に
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
を
希
望
す
る
人

で
、
申
請
す
る
業
種
に
関
す
る
免
許
・
資

格
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
10
年
以
上
の

経
験
年
数
が
必
要
で
す
。

対
象
工
事　
契
約
金
額
が
50
万
円
以
下

対
象
物
品
・
委
託　
契
約
金
額
が
30
万
円

以
下

申
請
書
な
ど
の
設
置
場
所　

契
約
検
査

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
。
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

提
出
先　
契
約
検
査
課
入
札
契
約
係

受
付
期
間　
２
月
3
日
㈪
～
21
日
㈮　
午

前
９
時
～
午
後
４
時　
※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

有
効
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
令
和
4
年
3

月
31
日
㈰

問
●申
契
約
検
査
課
入
札
契
約
係

　
☎（
25
）２
０
１
６

小
規
模「
工
事
等
」お
よ
び「
物
品・

委
託
等
」
契
約
希
望
者
募
集

　
菊
池
市
と
鹿
児
島
県
龍
郷
町
（
奄
美
大

島
）
は
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
「
奄
美
物
産
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
2
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰

は
き
く
ち
観
光
物
産
館
で
奄
美
の
泥
染
め

体
験
、
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
で
は
大
島
紬

の
特
売
会
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
1
月
11
日
㈯
～
2
月
16
日
㈰

と
こ
ろ　
▼
き
く
ち
観
光
物
産
館
▼
七
城

メ
ロ
ン
ド
ー
ム
▼
旭
志
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
▼
泗
水
養
生
市
場
▼
七
城
温
泉
ド
ー

ム問
●申
市
第
三
セ
ク
タ
ー
連
絡
協
議
会　

（
事
務
局
：
道
の
駅
泗
水
養
生
市
場
）

　
☎（
25
）５
４
７
７

第
14
回
奄
美
物
産
フ
ェ
ア

参加者＆婚活サポーター募集

【申し込み・問い合わせ先】
企画振興課集落・定住支援室　☎（25）7250  Ⓕ（25）１１１３  Ⓜkikaku@city.kikuchi.lg.jp

　イチゴ狩りや石窯で本格ピザ焼きなど、充実し
た体験内容です。ツアー前には婚活セミナーもあ
るので、初めての人でも安心して参加できます。

　出会いを応援するための基礎知識を学ぶことが
できます。運営体験や婚活をサポートするスキル
を身につけていただきます。

２月２日㈰ 午前９時～午後４時30分 １月22日㈬ 午後７時～８時30分
集合場所 集合場所

参 加 費 定 員 参 加 費
申込期限 申込期限

と き と き

対 象 対 象
生涯学習センター（キクロス） 中央公民館 小研修室

2,000円 10人 無料
１月17日㈮ 午後５時 １月17日㈮ 午後5時

市内在住か在勤で、25歳～35歳程度
の独身男性

市内在住か在勤で、婚活参加者のプラ
イバシーを守れる既婚者

セミナー受講後は
左記の婚活バスツ
アーに同行します

　
菊
池
農
業
を
担
う
農
業
者
の
意
識
改
革

と
、
今
後
の
農
業
経
営
者
と
し
て
求
め
ら

れ
る
「
経
営
力
」
の
向
上
を
目
指
し
て
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
農
業
者
、
県
内
大
学
生
、

県
農
大
生
、
高
校
生
、
日
本
農
業
経
営
大

学
校
卒
業
生

と　
き　
▼
【
1
日
目
】　

1
月
24
日
㈮

　

午
後
1
時
～
5
時　

▼
【
2
日
目
】　

1
月
25
日
㈯　
午
前
9
時
～
正
午

実
践
農
業
者
経
営
力
養
成

セ
ミ
ナ
ー

　
県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
、
県
内

に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
や
Ｕ
タ

ー
ン
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
現
在
、

令
和
２・
３
年
度
に
就
職
予
定
の
人
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
支
援
を
受
け

「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」

登
録
者
募
集
中

※
1
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
懇
親
会

　
を
予
定
し
て
い
ま
す

と
こ
ろ　
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
農
政
課
農
政
係
☎（
25
）
７
２
２
１

る
に
は
、
就
職
内
定
前
に
制
度
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

支
援
内
容　
▼
奨
学
金
返
還
支
援
（
最
大

４
５
６
万
円
）
▼
赴
任
費
用
等
支
援
（
最

大
50
万
円
）

問
●申
県
企
画
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
８

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
25
日
㈯
午
後
１
時
～
4
時

と
こ
ろ　
宇
土
市
民
会
館
（
宇
土
市
新
小

路
町
１
２
３
）

演　
題　
「
２
０
１
６
熊
本
地
震
に
学
ぶ

木
造
住
宅
の
巨
大
地
震
対
策
」

講　
師　
井い

戸ど

田た

秀ひ
で

樹き

さ
ん
（
名
古
屋
工

業
大
学
大
学
院
教
授
）

定　
員　
１
３
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
１
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
県
建
築
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
都
市
整
備
課
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
申
請
書
を
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
建
築
課
安
全
推
進
班

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

　
Ⓕ
０
９
６（
３
８
４
）９
８
２
０

　
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記
載
不

要
）
建
築
家
安
全
推
進
班
宛

　

Ⓜkenchiku@
pref.kum

am
oto.

lg.jp

23 222020 January広報きくち2020 January広報きくち



　自慢の手作り品や家の中の不用品などを展示・販売で
きます。地域の人たち同士の交流の場として、楽しいひ
とときをどうぞご体験ください。応募お待ちしています。
と　き　　3月８日㈰　午前10時～午後３時
ところ　　七城体育館（鴨川公園横）
出店料　　1.5㍍×３㍍　千円　３㍍×３㍍　1,500円
出店資格　市に在住または勤務している人。
　　　　　１人でもグループでも出店可能。
問●申きくちびとマルシェ実行委員会
　　 事務局　田

た

代
しろ

　☎090（2712）7656

きくちびと 手作りマルシェ＆すっきり市
出店者募集！

　障がいのある人や生涯スポーツとしてどなたでも楽し
めるボッチャ（軽いボールを投げて的に近づけるスポーツ）
をしませんか？ 体を動かす喜びを味わいましょう。

と　き　毎週㈮　午後1時～4時
ところ　市総合体育館

問●申たんぽぽのたね 林
はやし

　☎0９0（3324）３７６４

ボッチャを一緒に楽しみませんか

　剣道をとおして心と体を鍛え、正しい礼儀・作法が身に
つきます。初心者でも大歓迎。泗水地区以外からの入会
も可能です。まずは見学だけでもお越しください。 
と　き　毎週㈪㈬㈮　午後6時30分～8時30分 
　　　　※3年生以下は㈪㈬の午後6時30分～8時 
ところ　泗水小学校体育館 
対　象　年長～小学6年生
会　費　月謝：3千円(3年生以下は2千円) 
           ※別途入会金5千円、年会費千円
問●申村

むら

山
やま

　☎080(5283)8102 

「泗水道場」剣道教室会員募集 

　新春に相応しく、かわせみ・やませみなどの多くの野鳥
の珍しい行動を写真におさめました。撮影した写真をギャ
ラリーに展示しますので、皆さんぜひお越しください。
と　き　1月4日㈯～12日㈰　午前9時～午後4時
　　　　※最終日は午後3時まで。店休日は1月6日㈪
ところ　カフェギャラリー チムチム

問●申カフェギャラリー チムチム　久
く

米
め

☎0968（24）3833

隈
く ま

部
べ

力
り き

也
や

 写真展

　西郷隆盛ゆかりの地、菊池にて骨董まつりを2日間開
催します。九州各地の古美術商をお呼びしてなかなか見
られない古美術、アンティーク、古布などを出店します。
みなさんぜひお越しください。
 
と　き　1月4日㈯・5日㈰  午前10時～午後5時 
ところ　きくちふるさと創生市民広場 大屋根広場 

問●申安
やす

永
なが

　☎090（1977）45330

骨董まつりを開催します

　硫黄島での戦いを描いた「散るぞ悲しき 硫黄島総指
揮官・栗

くり

林
ばやし

忠
ただ

道
みち

」の作家である梯
かけはし

久
く

美
み

子
こ

さんの講演会を
開催します。皆さんぜひお越しください。

と　き　1月12日㈰　午後０時30分開場　1時開演
ところ　泗水公民館大研修室
入場料　500円 
問●申花房飛行場の戦争遺産を未来につたえる会
　　事務局　勝

かつ

又
また

　☎090（8763）7672

「新しい時代に伝えたいこと」
ノンフィクション作家からの言葉 

　今年は2020年東京オリンピックをテーマに、子どもか
ら大人まで楽しめるコンサートを開催します。皆さんの
来場を心よりお待ちしています。
 
と　き　2月2日㈰ 　午後1時30分開場 午後2時開演 
ところ　泗水ホール
入場料　無料
曲　目　喜歌劇「こうもり」セレクション 、パプリカほか 
問●申松

まつ

尾
お

　☎080（6522）4458 

菊池市民吹奏楽団
ファミリーコンサート 2020 

　園芸や盆栽を楽しみたい人や初心者向けに園芸教室
を開催します。老若男女問わず、気軽にお越しください。
と　き　1月20日㈪、21日㈫
　　　　午後1時30分～3時30分
ところ　七城公民館 講堂
参加費　無料　　　持参物　筆記用具　　
内　容　サツキを中心に草花、果樹の育て方などを講習
　　　　します。
問●申緒

お

方
がた

　☎0968（26）4547

園芸教室参加者募集

市民の広場
※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください。

※�投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください。

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

申込フォーム
 

⇒

　　　　　　菊池の情報発信

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載してい
る行政サイトと、菊池の魅力を発信してい
る観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

公式ホームページ  https://www.city.kikuchi.lg.jp/

問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

母子手帳アプリ母子モ「きくちっこ」
予防接種や子どもの成長記録の管理、家
族間での情報共有が可能。子育てに関す
る知識や地域のイベント情報も提供します。

※�二次元コードの読み取りがうまくできない時は、上下の二次元コードを隠して再度読み取ってください。

←フェイスブック 二次元コード
菊池市  協力隊

vol.33

里
山
文
化
ク
リ
エ
イ
タ
ー

木き

内う
ち 

香か

織お
り

さ
ん

自身の作品とともに

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

地
域
の
繋
が
り
を
深
め
た
い

　
電
気
炉
で
ガ
ラ
ス
を
熔
か
す
技
法「
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー

ジ
ン
グ
」を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
を
大
阪
で
教
え
て

い
た
経
験
を
生
か
し
、ガ
ラ
ス
ク
ラ
フ
ト
の
教
室
を

各
地
で
開
講
。
普
段
は
龍
門
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー（
旧
龍
門
小
）に
勤
務
し
て
お
り「
教
室
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
、交
流
の
場
を
作
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は
、循
環
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
フ
ュ
ー
ジ

ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
」を
計
画
中
。「
参
加
者
が
作
っ
た
ガ

ラ
ス
パ
ー
ツ
を
、学
校
や
施
設
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
の
材
料
と
し
て
使
っ
て
も
ら
い
た
く
て
。
新

た
な
人
の
輪
を
、ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
」と

説
明
し
ま
す
。「
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉
に
は
、

『
交
わ
る
』
や『
溶
け

合
う
』と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
活
動
を
通

し
て
市
民
が
も
っ
と
交

わ
り
、
人
の
垣
根
も
溶

け
合
え
ば
い
い
な
と
い

う
思
い
で
、
い
ろ
い
ろ

と
企
画
し
た
い
で
す
ね
」

本
市
で
は
現
在
、10
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

地域おこし協力隊の活動報告会を開催します!
　着任２年目の隊員５人（香

か

月
つき

俊
とし

彦
ひこ

、草
くさ

野
の

優
ゆう

二
じ

、東
ひがし

耕
こう

平
へい

、松
まつ

枝
えだ

智
とも

博
ひろ

、松
まつ

尾
お

愛
あい

）が活動報告をします。各隊員がどのような仕
事をしているかを知る良い機会ですので、ぜひお越しください。
１・３年目の隊員の活動報告は３月末に予定しています。

午後６時～８時
1月28日㈫

中央公民館2階 大研修室

と　き

ところ

ガラスフュージングのワーク
ショップを不定期で開催
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

市内３高校の魅力を伝えます！

　

警
察
庁
が
１
月
に
東
京
で
開
催
す

る
「
第
４
回
子
供
の
性
被
害
防
止
セ
ミ

ナ
ー
」
に
ス
マ
ー
ト
ア
ク
テ
ィ
部
が
参
加

し
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
始
ま
る
被
害
と
そ
の

防
止
」
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
を
勉
強
し
て
い
る
同
部

は
、
警
察
や
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
発

足
。
各
地
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
海
外
か
ら
の
参
加
者

も
訪
れ
る
国
際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
部
長

の
元も

と

村む
ら

悠ゆ
う

真ま

さ
ん（
商
業
科
３
年
）は「
こ

　

商
業
科
の
２
年
生
が
地
元
事
業
所
の

協
力
の
も
と
、
昨
年
10
月
に
３
日
間
の

職
場
体
験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
し
ま
し
た
。
生
徒
は
中
学
校
時

代
も
同
様
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
高
校
で
は
よ
り
高

い
意
識
の
も
と
仕
事
の
困
難
さ
と
真
摯

に
向
き
合
い
、
こ
の
研
修
が
「
進
路
希

望
実
現
へ
の
登
竜
門
」
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

半
導
体
部
品
製
造
の
事
業
所
で
研
修

に
参
加
し
た
上う

え

野の

颯り
ゅ
う

馬ま

さ
ん
は
「
失
敗

を
恐
れ
ず
何
事
に
も
挑
戦
す
る
勇
気
と
、

積
極
的
に
自
分
か
ら
笑
顔
で
挨
拶
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
に

は
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

書
道
部
で
は
、
部
員
が
考
え
た
題
材
を

音
楽
に
の
せ
１
枚
の
大
き
な
紙
に
全
員
で

書
く
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
き
く
ち
夏
ま
つ
り
（
８
月
）、

菊
池
武
光
公
生
誕
７
０
０
周
年
記
念
行
事

（
10
月
）、
税
に
関
す
る
作
品
展
の
表
彰
式

（
11
月
）
で
披
露
。
自
分
だ
け
で
描
く
書

と
は
異
な
り
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
書
道

の
可
能
性
を
追
求
し
続
け
る
部
員
た
ち
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
た
人
々
か
ら
は
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

副
部
長
の
中な

か

尾お

雄ゆ
う

真ま

さ
ん
（
普
通
科
２

年
）
は
「
さ
ら
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る

作
品
作
り
を
、
今
後
も
部
員
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し

た
。

きくち夏まつり（写真右、左上）と菊池武光公生誕７００周
年記念行事（左下）で披露した書

市内の地元企業で貴重な実習ができました

七城中学校で講演会

玉名市でのボウハンティア発表会

旭志中学校

菊池北中学校

元を支える産業を実体験地９月２６日・２７日

この取り組みは今回で26年目。受け入れたメンバーのほとんどは、
旭志中時代にファームステイを体験しています

　１年生がファームステイに参加しました。生徒は
ＪＡ菊池青年部旭志支部のメンバー約20戸に宿泊
しながら肥育や酪農、農業などに従事。給餌、搾乳、
哺乳、野菜収穫、出荷準備、畜舎の清掃といった農
家の仕事を体験し、地域を支える旭志の基幹産業
を身近に感じることができました。

錬強歩会で竜門ダムへ鍛 11月15日

友達と励まし合いながら完歩を目指しました。到着後は、ロンロン
館の芝生広場で昼食をとりました

　全校生徒が参加する鍛錬強歩会を開催しました。
生徒らは学校を出発し、竜門ダムから湖を１周。恵
まれた天気のもと、美しい山や川、澄んだ空気を満
喫しながら約20㌔の道のりを歩きました。ふるさと
菊池のすばらしさを再発見する機会となった一日。
生徒たちは完歩を達成し、自信をつけていました。

　学校の恒例行事として児童が毎年作っている梅
干しが完成し、「梅のかめ開き」を行いました。おい
しそうに色づいた真っ赤な梅が中から登場すると、
児童は大喜び。１～２年生が10月に稲刈りしたお米
で作ったおにぎりに梅干しを入れ、全校児童が「梅
ジュース」で乾杯し、おいしく食べました。

10月24日

梅干しづくりには、毎年多くの保護者や地域のボランティアが協力
してくれています

いしい梅干しが完成お
泗水西小学校

　自然の恵みに感謝し収穫の喜びを味わう「七城っ
子収穫祭」を開催しました。餅つきや体験活動を通
して保護者や地域の人たちと交流。「お餅が美味し
かった」「紙やすりでアイスの棒を削った竹トンボが
良く飛んだ」と喜んでいました。また、５年生が育て
た七城米を販売。多くの人が買っていました。

１２月１日

１年生から６年生の縦割り班で、「昔遊び・お抹茶・ヨガ・紙飛行機・竹
トンボ」の５つのブースから１つを体験したほか、餅つきをしました

がもっちもち！ 七城っ子収穫祭餅
七城小学校

　縄跳びのダブルダッチで世界的なサーカス「シル
ク・ドゥ・ソレイユ」に出演するNOBUさんが来校し、

「ありがとう夢授業」を行いました。NOBUさんは
夢を持つ大切さと、叶える魔法の言葉「ありがとう」
が持つ力を説明。また、世界レベルの技術を披露す
ると、児童は歓声とともに見入っていました。

９月10日

高速で回転する２本の縄を跳ぶダブルダッチを、児童も体験。
NOBUさんらのアドバイスを受けた児童は見事に跳んでいました

界の縄跳び技術を体験世
菊池北小学校

vol.65

問い合わせ先 ☎0968（25）3175

　熊本県教育委員会主催の「専門高校生による海外
インターンシップ事業」に、本校の今

いま

村
むら

希
のぞ

未
み

さん（商
業科２年）が県内から選抜された１３人の一員として
参加し、アメリカ合衆国のニューヨーク市とロサンゼ
ルス市に派遣されました。
　ニューヨーク市では企業で職場体験をするインター
ンシップに参加。国際的視野に立って考える機会を
得ました。また、ロサンゼルス市では現地の高校生
と交流。菊池の魅力を伝える英語のパンフレットを
渡すとともに、異文化への理解を深めました。
　研修を終え、今村さんは「国際感覚と語学力をさ
らに磨き、将来につなげていきたい」と今後の目標
を語りました。

10月6日～13日

ニューヨーク州のウォール街㊧と国連本会議場㊨

アメリカ合衆国

れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
学
生
の
視
点
で

調
査
・
研
究
し
た
も
の
を
、
海
外
の
人
た

ち
に
も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
ア
ク
テ
ィ
部
の
活
動
が
日
本

国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
人
々
の
幸
せ

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
今
後
も
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

27 262020 January広報きくち2020 January広報きくち



※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　菊池・山鹿地域の地域資源を活かしつつ、自転車と観光を
組み合わせた「サイクルツーリズム」による地域活性化の取
り組みを推進するため、菊池・山鹿地域の首長などで発足。
中央公民館で総会を行い、活発な意見交換が行われました。

県や首長のほか、国土交通省や観光協会、警察署なども構成員に入
っています。今後の方針や計画についても話し合いました

自転車で進める地域活性化
１0月３１日　自転車ネットワーク推進協議会

　九州テイ・エス㈱が、地域貢献活動の一環として、自社オ
リジナルクッションを中央図書館へ寄贈しました。江

え

頭
がしら

実
みのる

菊
池市長は「会社の持ち味を生かしたクッションでますます居
心地のいい図書館になると思います」と話しました。

「少しでも市の役に立てれば。何かあれば協力していきたい」と語る
原
は ら

田
だ

哲
て つ

也
や

代表取締役社長（中央）と江頭市長㊧、渡
わ た

邉
な べ

和
か ず

博
ひ ろ

教育長㊨

自社オリジナルクッションを寄贈
１0月３１日　九州テイ・エス株式会社

　穴川・鳳来区の住民から構成されるやまびこ環境保全組
合が、故・木村末弘氏記念碑を設立しました。同氏は合併浄
化槽の普及を進め、市議会議員を13年間、県椎茸農業協同
組合長も務めるなど、市や同地区の発展に尽力しました。

記念碑の前に集まる住民たち。組合長の田
たな

中
か

昭
あき

夫
お

さん(鳳来)は「地
域の発展のため尽力してくれた木村さんに感謝したい」と話しました

浄化槽の普及や農林業振興に尽力
１０月２９日　木

き

村
むら

末
すえ

弘
ひろ

氏記念碑設立

　七城かばちゃん学習教室の支援員に県から感謝状が贈呈
され、報告のため市役所を訪れました。本教室は平成28年
1月から行っており、毎週水曜日の放課後、七城公民館でひ
とり親家庭などの子どもたちに学びの場を提供しています。

「子どもたちの成長を感じるのがうれしい」と語る代表の宮
み や

川
が わ

伊
い

十
じゅう

さ
ん（中央・間所）

子どもたちに学びの場を提供
１０月３１日　七城かばちゃん学習教室

　読書ボランティア活動グループの交流を通して子どもた
ちの読書活動を推進することを目的に開催されました。県
内各地で行われており今年で29回目。会場となった中央公
民館大研修室には、市内外から多くの聴講者が訪れました。

午前にはお話し会、午後には昔話の語り手として活躍されている藤
ふじ

田
た

浩
ひろ

子
こ

さん（中央）の講演会が行われました

子どもたちの読書活動を推進
10月26日　第29回くまもとお話の交流会in菊池

　キャニオン、夢空間、マルショク泗水店の３店舗で実施しま
した。市や市生活環境推進委員連絡協議会、市女性団体代
表者会などが推進しており今年で21年目。ごみ減量など環
境に良い取り組みを行う目的で運動は続けられています。

買い物客へ花の種を配りながら「買い物にはマイバッグを持参しまし
ょう」と呼びかけました

地球にやさしい環境づくりを
１0月２７日　マイバッグキャンペーン

今年は菊池公園、七城総合グラウンド、道の駅泗水駐車場のトイレ
の清掃と点検を行いました

「建築の日」にボランティア活動
１１月１日　公共建築の日

　県建築協会に所属する㈱生田工務店、㈱緒方建設、三和
建設㈱が、「公共建築の日」にあわせ市内各施設のトイレの
清掃と点検を行いました。県建築協会では、毎年この時期
にボランティア活動を行っています。

品評会では他商品とのコラボの
提案や、売れる加工品の考え方
などを説明㊨。からだにきくま
つりでは、多くの人が奥田シェ
フの料理を堪能しました㊧

奥
おく

田
だ

政
まさ

行
ゆき

シェフが菊池を訪問
１１月１・２日　市の料理アドバイザー

　本市の料理アドバイザー・奥田シェフが来菊。品評会では
市内９事業者の商品にアドバイスしたほか、ふるさと創生市
民広場で開催した「からだにきくまつり」では本市特産品の
菊芋やヤーコン、水田ごぼうを使った料理を振る舞いました。

　図
と

夢
む

図
と

夢
む

クラブ（中
な か

林
ばやし

眞
ま

由
ゆ

美
み

代表）が県優良読書グルー
プ表彰を受賞し、県立図書館で表彰式が行われました。花
房小学校の保護者やＰＴＡ役員を中心に始めた読み聞かせ
活動は、今年で20周年を迎えます。

「この受賞を会員とともに喜び、これからも地道な活動を続けていき
たい」と話す中林さん（前列左から3人目・植古閑）

読み聞かせで地域の子どもを見守る
１０月２8日　県優良読書グループ表彰

　城佐和子さん（高野瀬）が令和元年度の「くまもとふるさ
と食の名人」に認定されました。「地元の食材で家庭でも手
軽に作れるものを」との思いから「じゃがいもの甘味噌かけ」
などを考案。調理のポイントなどをアドバイスしていました。

城さんは「今後も食の伝承を通じて地域農業の振興に貢献したい」
と抱負を語りました

城
じょう

佐
さ

和
わ

子
こ

さんが食の名人に認定
１０月15日　くまもとふるさと食の名人

　笑育出前授業の発表会を市内３つの小学校（泗水東小・花
房小・泗水西小）で開催しました。3年～6年生の児童が保護
者や地域の人の前で漫才を披露。堂々とした大きな声でネ
タを披露し、会場は大きな笑いに包まれました。

1_ステージの上でネタを披露（花房小） 2_プロの芸人からアドバイ
スを受ける児童たち（泗水東小） 3_芸人と記念撮影（泗水西小）

1

漫才を通して表現力を鍛える
１０月３１日～11月1日　笑育出前授業

　村
む ら

山
や ま

楓
ふ う

馬
ま

さん（薬師）が、第39回三笠宮杯全日本ダンスス
ポーツ選手権第1回全日本ブレイキン選手権への出場報告
のため、市長を表敬訪問しました。村山さんは小学3年生か
らブレイクダンスを始めており、日々練習に励んでいます。

ブレイクダンスは2024年パリオリンピックの追加種目です。「オリン
ピック出場を視野に練習していきたい」と話す村山さん（左から2人目）

ブレイクダンスで目指せオリンピック
１１月１日　全日本ダンススポーツ選手権

2

3
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１月12日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047
大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
熊本リハビリテーション病院（整・内・歯） 菊陽町 096（232）3111
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（２４）１１７７
栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

1月13日
㈪㈷

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561
赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738
勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000
古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

1月19日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163
ひかりヶ丘眼科・内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305
たがみクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（24）5353
たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387
きくちドラブスルー薬局 菊池市 0968（25）2223
熊本セントラル病院（歯） 大津町 096（293）0555

1月26日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550
和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534
菊陽あきたクリニック（内・胃・外） 菊陽町 096（232）8333
きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101
栄町薬局 菊池市 0968(23)0086
ながた歯科 合志市 096（344）2385

１月１日
㈬㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

菊陽台病院（内） 菊陽町 096（232）1191

１月2日
㈭㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

岸病院（内・外） 菊池市 0968(38)2750

東熊本第２病院（内・外） 菊陽町 096（232）3939

菊陽台病院（放） 菊陽町 096（232）1191

１月3日
㈮㈷

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968(25)2230

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968(25)2191

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

岸病院（内 • 外） 菊池市 0968(38)2750

入佐内科医院（内） 菊池市 0968（38）3824

菊陽台病院（消外） 菊陽町 096（232）1191

菊陽レディースクリニック（産婦） 菊陽町 096（213）5656

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 ０９６８（３８）７０８８

１月5日
㈰

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循内ほか）菊陽町 096（233）1717

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

もとだ歯科医院 菊池市 0968(38)6373

休日在宅当番医

※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医
師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００
でご確認ください。

※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ
ホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.69

◆
新
し
い
時
代
令
和
元
年
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
国
民
の
心

を
揺
り
動
か
し
た
一
つ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
チ
ー
ム
の
大
活
躍
で
し
ょ

う
。
予
選
リ
ー
グ
の
勝
利
の
度
に
国
中
が
熱
狂

し
大
き
な
感
動
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
◆
普
段

は
馴
染
み
の
薄
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
に
、
な
ぜ
ラ

グ
ビ
ー
は
私
た
ち
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

一
つ
に
は
、
全
力
で
の
肉
体

の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
い
う
格
闘
技
の
持
つ
本
源

的
な
迫
力
。
も
う
一
つ
は
、
全
員
一
丸
と
な
っ

た
時
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
た
ら
す
感
動
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
◆
15
人
の
選
手
一
人
一
人

が
自
分
の
役
割
に
徹
し
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
犠

牲
を
払
い
、
倒
れ
て
も
潰
さ
れ
て
も
次
の
仲
間

に
つ
な
ぎ
、
全
員
が
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ

て
全
力
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
勝
利
す
る
姿
。
こ

れ
こ
そ
が
国
民
の
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」。
今

年
の
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
も
納
得
で
す
。

◆
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地

方
の
暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
す
が
、

本
市
に
は
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
な
ど
、
可

能
性
を
秘
め
た
宝
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
活
用
し
て
市
の
穏
や
か
で
安
定
し
た
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、
役
割
を
分
担
し
て
小
さ
な
得
点

を
地
道
に
重
ね
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
試
合
は
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
果
て
し
な

い
戦
い
で
す
。
選
手
交
代
ま
で
に
少
し
で
も
得

点
を
積
み
上
げ
て
引
き
渡
す
。
そ
れ
が
ワ
ン
チ
ー

ム
菊
池
の
終
わ
る
こ
と
の
な
い
目
標
で
す
。

ワンチーム菊池

高
たか

橋
はし

遥
はる

斗
と

ちゃん（深川） 村
むら

上
かみ

幸
に

花
こ

ちゃん（上町）

2歳 H30年1月31日生まれ 3歳 H29年1月20日生まれ
小
お

川
がわ

夏
なつ

芽
め

ちゃん（遊蛇口） 岩
いわ

根
ね

朱
あ

音
のん

ちゃん（岩本住宅）
1歳 H31年1月9日生まれ 1歳 H31年1月28日生まれ

中
なか

村
むら

美
み

音
お

ちゃん（村吉）
3歳 H29年1月12日生まれ

出
で

口
ぐち

煌
こう

之
の

助
すけ

ちゃん（高柳）

3歳 H28年12月17日生まれ

乘
のり

越
こし

湊
みな

叶
と

ちゃん（北宮）

1歳 H31年1月17日生まれ
木
き

原
はら

爽
そう

雅
が

ちゃん（下西寺）
1歳 H31年1月12日生まれ

青
あお

木
き

太
たい

信
しん

ちゃん（北住吉）

3歳 H29年1月24日生まれ
鹿
か

瀬
せ

島
じま

悠
ゆ

月
づき

ちゃん（北宮）
3歳 H29年1月22日生まれ

松
まつ

﨑
ざき

悠
はる

菜
な

ちゃん（間所）

3歳 H29年1月11日生まれ
本
ほん

田
だ

結
ゆい

菜
な

ちゃん（七城田中）
2歳 H30年1月31日生まれ

永
なが

田
た

奈
な

槻
つき

ちゃん（高江）

3歳 H29年1月9日生まれ
田
た

中
なか

柊
しゅう

太
た

朗
ろう

ちゃん（猪ノ目）
1歳 H31年1月13日生まれ

広報きくち12月号で掲載漏れがありま
した。お詫びして掲載いたします。

ホームページから応募できます。
詳しくはお問い合わせください。
問市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか？
令和２年２月中に誕生日を迎える
３歳までの子どもの写真を募集
しています。（締切：１月10日㈮）

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
中山間地の自然豊かな環
境に位置し、近くには菊池
渓谷や少年自然の家があ
り、春の新緑や秋の紅葉な
ど身近に四季を感じ笑顔
の絶えない事業所です。

施設から一言
子育て支援センターの部
屋を開放しています。自由
にお使いください。０歳児
用のおもちゃもありますよ。

スマイル新明
わらび子育て支援センター
障がい者サポートホーム

旭志新明２５５５番地２
☎0968（37）3126

重味２３８０番地７
☎0968（27）1381

午前８時３０分～午後５時３０分
年中無休㈪～㈮

午前９時３０分～午後３時３０分
　　　　  授乳の場、おむつ交換の
場及びミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場及びミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

31 302020 January広報きくち2020 January広報きくち


